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役員室だより 

2009.12　Vol.33

　今年度第 3 回経営協議会を 11 月 30日（月）に、中之
島センターで開催しました。学外委員 9 名、学内委
員 13 名が出席し、2 時間にわたり審議、意見交換が
行われました。鷲田清一総長から創立 80 周年記念事
業の取り組みや大阪大学会館（現イ号館）の再生整
備の趣旨などが説明され、現在の国立大学を取り巻
く状況や教育研究、大学運営について忌憚のない意
見をいただきました。 

第3回経営協議会を開催 

大学の動き 

　事務改革については、事務改革策定ワーキングに
おいて、事務処理業務の効率化を目指した具体的方
策（業務の標準化・一元化、IT化による事務改革等）
の検討を行っていましたが、7 月及び 9 月の部局長
会議において、いくつかの詳細案が了承され、現在、
以下のプロジェクトを立ち上げ、実施に向けた検討
を進めているところです。 

事務改革の取組み状況 

　本学は、平成 23 年（2011 年）5 月 1日（日）に創立
80 周年を迎えます。現在、平成 23 年（2011 年）5
月 1日（日）に、記念式典、記念講演、記念シンポジ
ウムの開催を大阪国際会議場で、またその前後の日
に他の行事を大阪市中央公会堂または大阪国際会議
場で開催する予定です。 

　なお、5 月 1 日前後だけでなく、「創立 80 周年記
念 YEAR」として年間を通じて、学内の重要な記念
行事や公開講座など例年開催されている定常的な行
事を創立 80 周年記念事業と連動して開催することと
しています。 
　詳細は、20 ページをご覧ください。 

大阪大学創立80周年記念事業 

プロジェクト名 実施時期 

勤務管理プロジェクト 
兼業手続き見直しプロジェクト 
予算決算業務見直しプロジェクト 
債権業務見直しプロジェクト 
旅費・謝金関連処理プロジェクト 
全学グループウェアプロジェクト 
全学IT認証基盤・マスターDBプロジェクト 

H22.  4.  1 
H22.  4.  1 
H22.  4.  1 
H22.  4.  1 
H22.10.  1 
H22.  4.  1 
H22.10.  1

会議冒頭であいさつする鷲田総長 



9

役員室だより 

総合計画室  

各室の検討状況 

　新たな予算措置を伴わない学内措置による教育研究組織の整備として、10 月及び 11 月の役員会で次の事項
が承認されました。 
・医学部附属病院中央診療施設「放射線治療部」の設置（平成 21 年 11 月 1 日） 
・大阪大学海外拠点本部の整備【上海教育研究センターの設置】（平成 22 年 2 月 1 日） 
・大阪大学・金沢大学・浜松医科大学連合小児発達学研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター

の設置【医学系研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センターの廃止】（平成 22 年 4 月 1 日） 

学内措置による教育研究組織の整備 

　本学では、教員人件費（外部資金を除く）の 5％
に相当する常勤教員のポストを本部が留保し（大学
留保ポスト）、大学経営における戦略的・効果的な
人的資源の活用を図るとともに、大阪大学における
教育研究等の一層の高度化・活性化に資するため、
全学的な観点から適切な再配分を行っています。 
　大学留保ポストのうち、全学操作定員の解消に伴

うもの（共通教育関係分など）については、中期目
標期間毎に見直しを行うこととなっており、総合計
画室で該当部局を対象にヒアリングを実施するなど
必要性の検討を行い、11 月の役員会において、共通
教育における従来からの担当コマ数を確保すること
や責任体制を明確にすることなどの配分条件を付して、
次のとおり決定しました。 

大学留保ポストについて 

配分ポスト数 

配 分 期 間 

共通教育関係 35（36）　歯科技工士学校分 1（1）　計 36（37）　※（　）書きは第 1 期分 

第 2 期中期目標期間（平成 22 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日） 

　また、毎年度、必要な部局等に配分を行っている
大学留保ポストについては、要望する部局等を対象に、
総長・理事によるヒアリング及び総合計画室による
ヒアリングを実施し、その必要性などについて十分

な検討を行っております。なお、平成 22 年度大学留
保ポストの配分に係るヒアリングは下記の日程で実
施する予定です。 

総長・理事によるヒアリング 

総合計画室によるヒアリング 

平成 22 年 1 月 25 日（月）～ 28 日（木） 

平成 22 年 2 月 2 日（火）～ 3 日（水） 
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　第 2 期中期目標・中期計画については、6 月に素
案を文部科学省へ提出しました。（本学ホームペー
ジの「法人情報の公表」に掲載　http://www.osaka-
u.ac.jp/ja/guide/information/joho） 
　その素案について、11 月 6 日の国立大学法人評価
委員会総会で検討が行われ、その結果を踏まえ、文
部科学大臣から本学へ修正意見が通知されました。
今後、この修正意見を踏まえ、学内での検討を進め、
1月中旬頃に原案を文部科学省へ再提出する予定です。 
　また、同時並行で平成 22 年度計画の策定も進めて

おります。各部局に作成いただいた平成 22 年度計画
を踏まえ、各室等で原案を作成し、10 月に立ち上げ
た各室員で構成する「平成 22 年度計画作成ワーキン
グ」において、各部局、各室等と摺り合わせをしな
がらまとめていきます。（平成 22 年 3 月末に文部科
学省に提出） 
　なお、「平成 22 年度計画作成ワーキング」は、次
期中期目標・中期計画検討ワーキングから継続した
もので、作業メンバーは次のとおりです。 

第2期中期目標・中期計画、平成22年度計画の策定 

氏　　　名 

平成22年度計画作成ワーキング委員 

所　属　室 所　属　部　局　等 

西　田　正　吾 
土　井　健　史 
滝　澤　温　彦 
川　端　　　亮 
小　林　傳　司 
井　上　克　郎 
山　中　伸　介 
原　島　　　俊 
野　村　美　明 
高　田　健　治 
三　成　賢　次 
堀　井　俊　宏 
村　上　伸　也 
吉　川　秀　樹 
岡　村　康　行 
高　杉　英　一 

総合計画室長 
評価室長 
総合計画室 
評価室 
教育・情報室 
総合計画室 
評価室 
研究・産学連携室 
広報・社学連携室 
国際交流室 
総合計画室 
総合計画室 
評価室 
財務室 
人事労務室 
広報・社学連携室長 

理事（主査） 
理事 
理学研究科 
人間科学研究科 
コミュニケーションデザイン・センター 
情報科学研究科 
工学研究科 
工学研究科 
国際公共政策研究科 
歯学研究科 
法学研究科 
微生物病研究所 
歯学研究科 
医学系研究科 
基礎工学研究科 
理事（オブザーバー） 

　「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進
に関する法律（環境配慮促進法）」に基づき、本学における 2008 年度の環境パフォ
ーマンスデータや環境保全活動を紹介する『大阪大学環境報告書 2009』を作成し、
公表しました。本報告書のダイジェストを、インフォメーション（64 ページ～ 65
ページ）で紹介しています。 
 
　本報告書の詳細は、大学公式ホームページに掲載しており、「法人情報の公表」
ページからアクセスできます。 
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/information/joho/files/report09.pdf

『大阪大学環境報告書2009』の公表 
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教育・情報室  

　第 6 回の「役員と若手教員との懇談会」が、11 月
12日（木）にコンベンションセンタ－会議室で開かれ
ました。これは、若手教員の視点から、大阪大学の
抱える諸問題や大阪大学の将来像について幅広く意
見交換を行うことを目的として、各理事の担当のも
とに連続して開催しているものです。今回は「大阪
大学における教育の将来像について」をテーマとし、
総長・理事・監事の出席のもと、准教授・助教ら 33
名の若手教員が全学から参加して活発な討論が行わ
れました。参加者は、人文系、理工系、医歯薬系、
研究所／研究センターという4つのグループに分かれ、
それぞれのファシリテーターのもとで個別討論を進
めた後、全体討論を行いました。参加する若手教員は、

「大阪大学における教育への希望について」及び「大
阪大学における教育の長所と問題点」という 2 項目
について、アンケートに事前に回答しており、これ
に基づいて議論が行われました。この懇談会の結果、

学生の自発性や主体性を重視する教育、コミュニケ
ーション能力の養成、専門教育と教養教育の関係の
あり方、新しい形式の授業の必要性、学内への教員
への情報周知の難しさの問題などについて、若手で
あるからこそ可能となる重要な指摘や提案が行われ
ました。今後よりよい教育を実現していくために生
かしていく予定です。 

役員と若手教員との懇談会 

　11 月 9日（月）に、実践センター教育研究棟 I の 1
～ 2 階に完成した、ステューデント･コモンズの開
設記念式典と祝賀会が開催されました。総長と理事
のほか、名誉教授、歴代の全学共通教育機構長、旧
制浪速高等学校同窓会・旧制大阪高等学校同窓会の
会長らの出席のもと、ステューデント・コモンズに
集結する大学教育実践センター、コミュニケーショ
ンデザイン・センター（CSCD）、グローバルコラボ
レーションセンター（GLOCOL）、学際融合教育研
究センター、留学生センターのセンター長からも祝
辞や挨拶がありました。オープニングウィークには、
これら 5 つのセンターや学生によるイベントが数多
く開催されました。 
　ステューデント・コモンズ1階の談話スペース「カ
ルチエ」には、「カフェゾーン」、組み合わせ自在な
可動式机・椅子を配置した「自習ゾーン」、電子掲
示板やソファーを設置した「情報ゾーン」があります。
学生の主体的な学びの場、学生相互また学生と教職
員の交流の場などとして利用されています。同じく
1 階の「開放型セミナー室」は映像シアターの設備
を備え、全面ガラス戸を開放することにより中庭と
一体化させて授業やイベントを開催することができ
ます。2 階には、マッチング型セミナー室など、さ

まざまなかたちのセミナーに対応可能な新しいタイ
プのセミナー室が整備されました。ステューデント・
コモンズで大阪大学の全学的教育を担う 5 つのセン
ターが連携し、学生の主体的な活動が活発化するこ
とにより、大阪大学独自の教育が発展し、「教養」「デ
ザイン力」「国際性」という教育目標が追及されて
いくことが期待されます。 
　なお、11 月 9日（月）の記念式典に先だち、大阪大
学共通教育賞の表彰式が行われました。平成 21 年度
第1学期分として、共通教育特別賞の下田正教授（理
学研究科）をはじめ 15 名の教員が、優れた授業の実
践などにより表彰されました。 

ステューデント･コモンズ開設記念式典と共通教育賞表彰式 



12

役員室だより 

　大阪大学では、第 2 期中期目標期間に向けて、高
度教養教育の推進を図っています。このたび全部局
を対象に、高度教養教育についてのアンケートを、
教育課程委員会を通じて実施しました。高度教養教
育の意味や必要性、開講の可能性や問題点、学生に

よる自主的エフォート管理という考え方などについて、
各部局の意見を求めたものです。アンケートの結果
に基づき、従来のワーキングを再編し、新たに設置
予定の高度教養教育検討ワーキング（仮称）を中心に、
教育･情報室で検討を続けていきます。 

高度教養教育の推進 

　平成 21 年度の卒業式・学位記授与式は、以下の通
り大阪城ホールで行われます。 
日　時：平成 22 年 3 月 23日（火）11 時 30 分～ 
　　　　13 時 00 分（入場完了 11 時 00 分） 
場　所：大阪城ホール（大阪市中央区大阪城公園内） 

　本年度も昨年度と同様、学部生の卒業式と大学院
修了者等の学位記授与式を一体化して執り行い、大
阪大学経営協議会学外委員の方々にもご参列いただ
く予定です。父兄など同伴者の方々にも会場に入場
していただきます。 

平成21年度卒業式・学位記授与式 

　現在の学務情報システム（KOAN）は、平成 23 年
9 月でリース期間が終了する予定です。その後によ
り優れたシステムを導入するために、「次期学務情
報システム導入プロジェクト」が進行しています。
現行のシステムを評価検討し、学生や教職員に対す
るアンケート調査や他大学のシステムの比較調査を
実施してきました。小泉理事・副学長をプロジェク
トリーダーとし、情報の側と学務の側の双方から教
員と職員が集まり、より使いやすく適切かつ強力な
システムを導入するための検討を重ねています。学

務上のニーズを十分に満たす情報システムとすると
同時に、部局ごとに異なる学務手続きに修正を加え、
学務と情報の双方向から全体調整を図る必要があり
ます。とくに高度副プログラムや副専攻のように部
局を横断する教育プログラムを学務情報システムで
扱うには、成績入力期間を全学で統一することなど
が条件となります。このため本プロジェクトでは、「学
務関係業務のあるべき姿」と「現行システムの評価」
の二つのグループで検討を行った上で、次期学務情
報システムの仕様策定に入る予定です。 

次期学務情報システム導入プロジェクト 

　大学では、そこで学んだ人々、育った人々が、社
会に出たあとどのような分野や場や位置で活躍する
ことになるかがきわめて重要です。それによってそ
の大学の意義や社会的貢献が決まる、と言っても過
言ではありません。 
　学生支援の強化を図るため、就職について 2 種類
のシステムを新たに構築し、10 月 1日（木）から運用
を開始しました。大阪大学ホームページの「就職・
進学情報」、また WebKOAN の「就職」カテゴリー
からログインすることができます。 
 
①就職支援システム 

　過去 3 年間の就職内定状況（個人情報は含みま
せん）をデータベース化し、学内の教職員と学生
に公開します。また、就職活動に関連した様々な
情報のほか、連絡掲示板や大阪大学学生と企業と
を結ぶコミュニティサイトなどのサービスを提供
しています。 
②進路・就職報告システム 

　卒業・修了年次の学生が、進路・就職（内定）
情報を入力により報告するシステムで、大阪大学
における進路・就職状況をリアルタイムで把握す
ることが可能です。（ログインは学生及び管理者
のみに限定しています。） 

　②の進路・就
職報告システム
の情報は、①の
就職支援システ
ムの新たなデー
タとして蓄積さ
れ、後輩たちへ
の就職支援のた
め、また、各種
統計調査のため
に活用されます。大学全体についても、また学部・
研究科や専門など部分ごとについても解析すること
が可能です。 
　このシステムがより有効に機能し正しい情報を提
供するためには、進路・就職状況について可能な限
り正確なデータを得ることが必須になります。また
大学の評価で就職は重要な指標であり、適切な大学
評価を得るためにも必要です。各学部・研究科にお
いて進路・就職状況の体系的で網羅的な把握に努め
ていただくと同時に、各自がこのシステムに積極的
に入力・報告し、先輩の入力によって自分が助けら
れたと同じように自分の入力が後輩を助けるという
文化が生まれるよう、教職員の指導と学生諸君の協
力をお願いします。 

「就職支援システム」と「進路・就職報告システム」の運用開始 
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　以前よりお知らせしてきたソフトウェアの包括契
約が、平成 22 年 1 月から開始します。これにより、
大学が管理する全ての PC に、WindowsOS の最新版
へのバージョンアップや、MS-Office のインストー
ルが可能となります。また、教職員と全学生（正規生）
は、個人が所有する PC1 台に、同様のインストール
とバージョンアップが可能となります。この契約に
より、大阪大学における情報環境の向上と標準化、
教育環境の充実、e-Learning など修学環境の整備、
学生サービスの向上、経費節減、業務の簡素化、不
正ソフト使用の防止と組織的コンプライアンスの確立、
36 言語に対応するソフトウェアによる国際化など、
大きな効果が期待されます。 
　大阪大学が管理するPC（研究室及び教員等のPCと、
事務情報ネットワークに接続されている PC）につ
いては、①大阪大学ポータルサイトからソフトウェ
ア配付サーバに接続しダウンロードする方法と、②
情報推進部からインストールメディアを貸出しイン

ストールする方法があります。大学管理の PC への
インストールについては、ソフトウェア管理台帳に
記載することにより厳密に管理します。 
　教職員や学生の個人所有の PC にインストールす
る場合は、① USB メモリにダウンロードし、自宅等
でインストールする方法、②インストールメディア
を購入しインストールする方法、③各キャンパスに
設置するダウンロードブースで直接インストールす
る方法があります。大阪大学個人 ID により、同一
ソフトウェアのインストールについて 1 人 1 台とい
う制限を厳密に管理します。 
　詳しくは情報推進部情報基盤課へお問い合わせく
ださい。教職員向けには大阪大学ポータル、学生向
けには KOAN でも周知しています。なお、ソフトウ
ェアの包括契約に関する情報提供ホームページを開
設しましたので、以下のアドレスからご覧ください。 
http://www.license.osaka-u.ac.jp/

ソフトウェアの包括契約の開始 

　大阪大学機関リポジトリ（通称 OUKA-Osaka 
University Knowledge Archive）は、大阪大学の知的
生産物を電子的に保存し、原則として無償で発信す
るためサイバー空間に設けられた保存書庫です。大
阪大学における教育研究上の成果を発信し、大学に
よる知的成果への自由なアクセスを保証することで
社会に対する説明責任を果たすとともに、知的生産
物の長期保存という面でも大きな役割を担っています。 
現在の OUKA の収録対象は大阪大学の学位論文と紀
要論文に限られており、登録件数は約 1 万 5000 件で
急速に利用が拡大しています。研究成果の社会還元
をさらに促進するため、学術論文全体（商業学術雑
誌掲載論文を含む全種別コンテンツ）についても収
録対象とすることが、教育・
情報室、理事懇談会、部局
長会議の議を経て承認され
ました。 
　このように、大学の知的
成果を開放していく方向性は、
学術情報流通における世界
的なオープンアクセス運動

（インターネット上で論文全
文を公開し、無料で自由に
アクセスできること）とし
て推進されています。平成
21 年 7 月の文部科学省科学
技術・学術審議会 学術情報
基盤作業部会の「大学図書
館の整備及び学術情報流通
のあり方について（審議の
まとめ）」においても、我が
国の学術情報基盤強化のた

めにこの運動の推進が必要であるとされており、国
立情報学研究所（NII）が機関リポジトリ構築支援事
業を大学との連携により実施しています。 
　OUKA に論文を掲載するための手続きは、著作権
関係を含めすべて附属図書館で行いますので、研究
者には許諾だけをお願いすることになります。機関
リポジトリによる社会への還元は、大学の評価の指
標としても用いられ始めています。また、機関リポ
ジトリの充実は、現在世界的な問題となっている電
子ジャーナルの価格高騰に対して、中・長期的な抑
制効果があると考えられています。研究者各位のご
協力をお願いします。 

大阪大学機関リポジトリ （OUKA）収録対象コンテンツの拡充 
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研究・産学連携室  

　本学では、平成 22 年度以降の厚生労働科学研究費
（以下「厚労科研費」）に応募しようとする本学の教
職員（研究代表者、研究分担者とも）等から「大阪
大学利益相反マネジメント自己申告書（平成 22 年度
厚生労働科学研究用）」（厚労科研費用自己申告書）
の提出を求めることとしました。この利益相反マネ
ジメントは、既設の利益相反管理委員会の下で実施
されますが、「平成 20 年 大阪大学利益相反マネジメ
ント自己申告書（第 1 次）」を提出済みの場合も、別
途、厚労科研費用自己申告書を提出する必要があり
ます。 
　厚生労働省は、公的研究である厚生労働科学研究
の公正性、信頼性を確保するためには、利害関係が
想定される企業等との関わり（利益相反）について
適正に対応する必要があるとして、平成 20 年 3 月に

「厚生労働科学研究における利益相反の管理に関す
る指針」を策定しました。この指針では、厚労科研
費を受領する機関は、利益相反委員会を設置して利
益相反管理を行う義務があり、そのための組織体制
や内規の整備等に努めることとされ、利益相反マネ
ジメントを実施していない機関は、平成 22 年度から
厚労科研費の交付を受けることができないとされて
います。 
　本学では、この指針への対応として、今回新たな
仕組みを導入することとなったものです。自己申告
書の内容は、利益相反管理委員会にて審査され、必
要がある場合は、ヒアリング、モニタリング、勧告
が行われることとなります。 
詳細については、http://www.osaka-u.ac.jp/ja/ 
research/iinkai/coi/coi_10 をご覧ください。 

厚生労働科学研究における 
利益相反マネジメントを開始 

　本学では、本学単独所有の知的財産権等について、
他大学等での非営利目的の研究における使用や、リ
サーチツール特許等＊の使用に関して定めた「知的
財産権等の使用円滑化に関するガイドライン」を制
定しました。 
　このガイドラインは、総合科学技術会議の「大学
等における政府資金を原資とする研究開発から生じ
た知的財産権についての研究ライセンスに関する指針」

（平成 18 年 5 月 23 日）及び「ライフサイエンス分野
におけるリサーチツール特許の使用の円滑化に関す
る指針」（平成 19 年 3 月 1 日）の趣旨を踏まえたも
ので、（1）他大学等の非営利目的の研究に対しては
本学単独所有の知的財産の権利行使をしないこと、（2） 
本学で発明を行った研究者が異動先の他大学で自己
の創作した知的財産（本学単独所有のもの）を研究
使用する場合は権利行使しないこと等を定めています。 
　知的財産は、その創造、保護、活用を図ることに
よって、産学官連携や研究開発成果の事業化を促進し、
イノベーションを通じてその成果を国民、社会に還
元するための重要な役割を果たすものです。大学等は、
知的財産権の権利者であると同時に、他者の権利の
使用者でもあるので、知的財産権が、大学における
研究の自由と、研究者の流動性を阻害しないよう、
権利者と使用者の双方の立場から知的財産権の管理
や活用を図ることが必要とされます。 
詳細については、http://www.uic.osaka-u.ac.jp/ 
download/download.php?file=enkatsuka-guideline.pdf
をご覧ください。 
 
＊このガイドラインでは、ライフサイエンス分野に

おいて研究を行うための道具として使用される物
又は方法に関する日本特許をいう。（例：実験用
動植物、細胞株、スクリーニング方法などに関す
る特許） 

知的財産権等の使用円滑化に関する 
ガイドラインを制定 
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評価室  

　各国立大学法人の平成 20 年度の年度評価結果が国
立大学法人評価委員会から公表されました。 
　大阪大学では、これまでの教育研究の質の向上と
業務運営の改善に積極的に取り組んだ結果、「業務
運営の改善・効率化」、「財務内容の改善」、「自己点検・
評価及び情報提供」、「その他の業務運営に関する重
要事項」のすべての事項について「中期目標・中期
計画の達成に向けて順調に進んでいる」との評価を
受けました。 
　なお、平成 19 年度評価結果で課題と指摘された事
項については、適切に対応しているとの評価を得ま
した。 

　平成 21 年度は第一期中期目標期間の最終年度であ
ります。今一度、大学全体として各計画の完全遂行
に努めていただきますようお願いいたします。 
 
　また、各部局におかれましては、業務実績報告の
作成にご協力いただき大変にありがとうございました。 
　同評価結果については、ホームページに掲載して
いますので、ご覧ください。 

（大学 HP アドレス　http://www.osaka-u.ac.jp/ja/ 
guide/information/joho/files_hyouka/hyouka_h20） 

20年度に係る業務の実績に関する評価結果の公表 

【評価結果抜粋】 

1　全体評価 

　大阪大学は、教育・研究・社会貢献を通して国民と社会の信託に応えることにより、「地域に生き世界に伸びる」

という理念の実現に向けての取組を積み重ね、業務運営、教育研究等のさらなる推進に取り組んでいる。 

　業務運営については、今後の中長期的な大学運営の方向性を示す「大阪大学グラウンドプラン」及びその取組を

示す「大阪大学活動方針 2008」を策定し、戦略的な運営に取り組んでいる。また、全学及び部局の産学官連携問題

委員会の見直しを行い、運営のスリム化を図っている。 

　財務内容については、補助金等の事業執行に際して教員個人の負担を軽減し、研究の円滑な進展に寄与するため

研究資金立替制度を有効活用している。また、複写機契約の随意契約から一般競争入札による総合複写業務支援サ

ービス契約への見直し等により大幅な経費等の節減と業務の軽減が期待される。 

　自己点検・評価及び情報提供については、概算要求に係る学内ヒアリングにおいて、達成状況評価の結果と各部

局の特記事項及び留意事項を参考資料として有効に活用している。 

　環境への取組については、付近住民に開かれたキャンパス整備を行っており、財団法人都市緑化基金から第 19

回「緑のデザイン賞」緑化大賞を授与されている。 

　教育研究の質の向上については、大学院生を対象とした大学院高度副プログラムを開始している。また、産学連

携推進本部による技術移転、共同研究等の推進等により新たな共同研究講座の設置や、次世代照明デバイス等の大

型の共同研究が拡大するなど効果が現れている。 

 

2　項目別評価 

（1）業務運営の改善及び効率化 

（2）財務内容の改善 

（3）自己点検・評価及び情報提供 

（4）その他業務運営に関する重要事項 

５：特筆すべき進捗状況にある 
４：順調に進んでいる 
３：おおむね順調に進んでいる 
２：やや遅れている 
１：重大な改善事項がある 

4 

4 

4 

4
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財務室  

　財務室において策定した平成 21 年度予算補正（第
1 次）案が、11 月 24 日の役員会で承認されました｡ 
　その概要は、年度当初の収入見込額（当初収入予

算額）に比して、約 14 億円の増収が見込まれ、当該
増収に伴い必要となる診療経費を追加して措置する
など、補正を行ったものであります。 

平成21年度予算補正（第1次） 

　資金運用ワーキング・グループでは、資金需要を
考慮した適切な運用金額、運用期間及び運用形態を
検討し、長期･短期の資金運用の組み合わせによる
効率的な余裕資金の運用を行なっております。 

　平成 21 年 10 月期・11 月期においても新たな短期
資金運用計画を策定し、積極的な運用を行っており、
今年度においては、11 月末現在で、約 1 億 3 千万円
を越える運用益を見込んでいます。 

資金運用について 

　「教育研究等重点推進経費」の第 2 次執行計画（案）が 11 月 24 日の役員会で承認されました｡ 
　採択事業は以下のとおりです｡ 

平成21年度教育研究等重点推進経費の執行計画について 

部　局　名　等 事　　項　　名 

研究・産学連携室 競争的資金獲得等支援経費 
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役員室だより 

人事労務室  

　本学では、法人化後における新たな業務量の増加、
外部資金の獲得によるプロジェクト等の増加、及び
教育研究支援体制強化の必要性の増大等による新た
な業務等への対応は喫緊の課題となっております。 
　このたび、これらの課題に対応し、本学の更なる
発展を期することを目的として、退職手当を支給せず、
特別賞与を支給する任期の定めのない常勤職員（事
務職員及び技術職員）を雇用することができる人事
制度を設け、以下のとおり、平成 22 年度から特例職
員制度を導入することとなりました。 
　この特例職員制度は、一般的な制度として設ける
ものですが、今後、平成 26 年度までの 5 年間につい
ては、まずは法人化前から在職している事務補佐員
及び技術補佐員を中心として特例職員採用試験を実
施し、適任者を採用したいと考えております。 
 
 特例職員制度の概略 

（1）退職時に退職手当を支給せず、その代わりに毎
年の賞与の支給時期に特別賞与として一定額を支
給する任期の定めのない（60 歳定年制）常勤職員

（事務職員及び技術職員）の制度を設ける。 
（2）基本給・諸手当、昇給、昇任等は、これまでの

任期の定めのない常勤職員と同様に取り扱う。 
　　ただし、一定の条件（現時点では未定）の下に、

退職手当支給の任期の定めのない職員へ移行する
ことができることとする。 

（3）採用にあたっては、その者のキャリア・業務知
識等をはかるため、教養試験の他に、小論文試験、
及び面接を行う。学内からの採用の場合は、さら
に元所属部局からの推薦を加え、小論文試験や面
接を重視したものとする。（経験者を重点的に雇
用する。） 

（4）任期の定めのない職員であるため、人事異動が
行われる職員とする。 

特例職員制度の導入について 

　平成 21 年 4 月から、国家公務員の勤務時間は 1 日
7 時間 45 分、1 週 38 時間 45 分となりました。 
　本学では、平成21年4月からは勤務時間の短縮（以
下「時短」という。）を実施せず、政府方針である「行
政コストの増加（人件費の増大）を伴わずに時短を
実施すること」を念頭に、その方策について実施の
可否を含めて検討してきました。 
　その結果、現状では、時短の実施が時間外労働時
間の増加（人件費の増加）を招く恐れが高いという
結論に至りました。このため、コストの増大（人件
費の増大）につながらない形で 1 日 15 分の時短を行
うための方策を講じ、それを確立することを目指して、
試行を行うこととしました。 
　試行の概要は以下のとおりで、平成 22 年 4 月から
試行に入ることとし、今後実施部局の選定等を行う
こととしています。 
 
 時短の試行的実施の内容 

（1）試行的実施の方法 
原則として、「勤務を命じない時間」を昼休み等
の時間帯に設けることとする。 

（2）試行的実施部局の構成 
学生・患者サービスを行う部署を含めて試行実施
部局のバランス（本部事務機構（部単位）・研究科、
研究所・病院・学内共同教育研究施設等）を考慮
して決定する。 

（3）検証期間 
　1 年間とする。 

（4）今後の具体的な手続き及び実施予定時期 
　①業務効率化又は労働時間の有効利用に関するア

イデアを学内に示す。 
　②試行実施希望部局を募る。 
　　（応募時に、時短実施プラン（仮称）（具体的な

計画及び超過勤務時間の年間削減目標数値等を
記載したもの）を併せて提出） 

　③実現性が高いプランを掲げた部局の中から、上
記（2）を考慮した上で、試行実施部局として
決定する。 

（5）検証 
試行結果を分析し、必要な対応策を講じて、時短
を実施する。 

勤務時間短縮の試行的実施について 
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広報・社学連携室  

　学内構成員のコミュニケーション活性化とイメー
ジリテラシー教育の充実をはかるため本年 6 月から
運用を開始した「O ＋ PUS（Osaka university and 
Panasonic Universal Sight)」が、耐震改修工事完了
に伴いステューデントコモンズと大学実践センター
講義棟ピロティーに設置されました。 　これにより、
当初の計画どおり学内の 14 カ所への設置が完了し、
より多くの学生・教職員に対する情報発信システム
が完成しました。 
　今後は、告知情報のほか、学生のチカラを活用し
た新しいコンテンツの開発も推進していきます。 

O＋PUSの全学設置が完了 

　私が理事になりまして 2ヶ月すぎました。現在、最も重要な課題として検討していますことは、広報につい
てです。 
　広報は、部局や大学の活動を学内外に発信してゆくわけですが、有効な広報を考えていかなければなりませ
ん。学内に向けては、大学の動きを大学構成員に迅速かつ正確に伝えてゆくこと、学外に向けては、学外の方
が使える形で広報してゆくことが重要と考えています。 
　まずすぐに始めることとして、各室の活動状況を迅速に伝えることで、大学のホームページに、各室の活動
報告や担当理事（室長）からの一言の欄を設けたいと考えています。また、大学の動きを直接構成員の皆様に
迅速かつ正確にお伝えする方策を検討しています。また、学外に向けては、プレストの関係を密にする方策を
検討しています。 
　21世紀懐徳堂では、部局の行っている公開講座などの社学連携活動を21世紀懐徳堂のホームページに掲載し、
社会の人にとって大阪大学の社学連携活動の全容を見ることができるよう努力していきます。 
　これらの活動を有機的に効果的に行うためには部局の協力がキーとなります。どうかご協力よろしくお願い
します。 

　中之島を会場にして行われる「OSAKA 光のルネ
サンス 2009」（2009 年 12 月 12 日～ 25 日）に、大阪
大学中之島センターが今年も参加することになりま
した。 
 　このイベントは、社学連携事業の一環と位置づけ、

「中之島まちみらい協議会」に属する中之島センタ
ーが、中之島地区の活性化と本学の社学連携の拠点
として広く社会へアピールすることを目的に、昨年
から参加しているものです。 
　今年は、本学学生の協力も得ながら、センター東
面の壁面全体を使用し、窓の内側に設置した LED イ
ルミネーションにより、上から下に流れるシューテ
ィングドロップが「降り積もる雪」を表現します。
また、本事業の中心企業でもある関西電力（株）のご
協力を得て、「社学連携による光のまちづくり　デ
ジタル・ウォール・アート」を実施します。これは、

「知の交流拠点」である中之島センターのより身近
で社会に開かれた「姿」をデジタル・ウォール・ア
ートで表現してゆきます。デジタル・ウォール・ア
ートは、縦長の壁面をキャンバスに見立て、さまざ
まなデジタルコンテンツ「万華鏡」により光による
新しい景観を生み出してゆきます。  
　また、期間中、この「光のルネサンス 2009」に連
動して、中之島センター 1 階において「夢灯りコン
サート」を開催します。大阪大学の学生サークルの
皆さんが、クラシック室内楽やジャズの軽快な音色
で冬の中之島を包みます。大阪のまちと市民と大学
をつなぐ大きな事業です。 

OSAKA光のルネサンス2009に参加 

ステューデントコモンズ 

大学実践センターピロティ 
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役員室だより 

　標記センターの設置が 11 月の教育研究評議会なら
びに役員会で承認され、本学第 4 番目の海外拠点設
置が決定しました。 
　 
　大阪大学の海外教育研究センター：既にご承知の
ように大阪大学は平成 16 年 4 月から以下の 3 つの海
外教育研究センターを順次開設してきました。これ
らのセンターは、「世界に伸びる」大阪大学の国際
化基本方針における組織的整備の大枠に沿ったもので、
教育研究の先進的・発展的地域において、本学の教育・
研究両面での前進中継基地（ハブ）となり、緊密な
人的ネットワークを構築するとともに、学生・研究
者の国際交流の実質的推進を図ることを目的として
います。 
　サンフランシスコ教育研究センターは、他大学に
先駆け遠隔講義（2 科目）を企画しました。これら
は共通教育科目として毎年実施され、多くの受講者
を得ています。また、部局で企画された研修プログ
ラムの現地支援を行っているほか、主としてカリフ
ォルニア大学各キャンパスとの間で構築した人的ネ
ットワークを活用し、新たな研修プログラムの企画

（理学・歯学研究科）を全面的に支援し成功させて
います。 
　グローニンゲン教育研究センターは、グローニン
ゲン大学との交流の基礎固めを行うとともにその飛
躍的推進に成功し、その結果として、例えば欧州連
合のエラスムスムンドゥス・プログラムへの参加（本
学は 3 件）や、EU ／日本共同実施の学生交流プロ
グラムである ICI － ECP への採択（本学は 2 件）を
実現させています。 
　バンコク教育研究センターは、タイ王国内の著名
大学との交流を深めるとともに、東南アジア諸国の
協定締結校との人的ネットワーク形成に成功し、こ
れらの大学の副学長をバンコクに招聘して副学長会
議を開催し好評を得ました。また、GLOCOL の連絡
事務所としての機能も果たしています。 
　また、これら 3 拠点はいずれも新しい短期受入れ
プログラム「FrontierLab@OaskaU」への学生リクル
ートに成功しています。これにより今後、留学生の
リクルートが拠点のもっとも重要なミッションとなり、
そこに力を発揮することは間違いありません。 
 

　上海への新たな設置：以上のように、本学が交流
を積極的に進めるべき北米、東南アジア、欧州各地
域における本学のハブが実現しつつありますが、巨
大な学生数を擁し、飛躍的に発展している中国には、
いまだ拠点がなく、他の有力大学に遅れをとった感
が否めませんでした。そこで、国際交流室では、「中
国拠点設置準備室」を置き、鋭意検討してきましたが、
拠点の設置は、交流の加速的促進のために必要かつ
有効であり、その場所として上海が最適であるとの
結論に達しました。その理由は以下の通りです。 
1）上海及びその周辺に、大学間交流協定のある上
海交通大学、復旦大学、南京大学、浙江大学の他、
多数の部局間交流協定校が存在すること。 

2）特に上海交通大学は、平成 7 年以来、学術セミナ
ーを毎年交互に開催しており、平成 20 年 12 月に
は大規模な留学フェアを同大学で開催するなど長
年の交流実績を有しているため、中国の他地域へ
のゲートウェイとしての役割を期待できること。 

3）大阪府・大阪市と上海市との間には姉妹都市協
定があり、ともに上海事務所を設置している。また、
本学は大阪市との間に包括協定を締結しており、
親密な相互協力関係を構築していること。 

4）大阪大学上海同窓会及び咲耶会（旧大阪外国語
大学同窓会）上海支部の活動実績、さらに日本企
業も多く進出しており、こうした同窓生・企業と
の多様な連携・支援が期待できること。 

5）上海は中国国内における交通のハブであり、大
阪からの交通も至便であること。 

　中国からの留学生は現在 433 名で全体 1,455 名の
うち約 40％を占めていますが、日本全体での割合が
60％を超えていることを考えるとむしろ少ないのが
現状です。中国においては、すでに日本の約 40 の大
学・研究機関が海外拠点を設置しており活発な留学
生リクルート活動を展開しており、中国の大学との
学生交流の加速的推進は本学にとって極めて重要な
喫緊の課題であると言えます。 
　以上の 4 拠点の整備により、法人化当初から計画
していた本部直轄海外拠点の整備は一通り完了する
ことになります。今後、このセンターを通して中国
との学生・研究者交流を一層進めてゆきたいと考え
ます。是非既設のセンターとともにご活用下さい。 

上海教育研究センターの設置 

国際交流室  
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　本学は、昭和 6 年（1931 年）に大阪帝国大学とし
て創設以来、適塾を原点とし、さらに遡って懐徳堂
の精神を汲みつつ、我が国を代表する総合大学の一
つとして発展し、多彩な教育研究活動を展開してい
ます。また、平成 19 年（2007 年）10 月に大阪外国
語大学と統合し、総合大学としてさらに発展を重ね、
平成 23 年（2011 年）に創立 80 周年の節目となる記
念すべき年を迎えることとなります。 
　本学では創立 80 周年を記念する事業を実施するこ

ととし、その事業に関しては大阪大学と大阪外国語
大学との統合後はじめての周年事業であることを考
慮しつつ、創立 80 周年記念事業の主テーマ及び事業
の具体的な内容を検討することとしました。そこで、
創立 80 周年記念事業を企画し、その実施に関する基
本的な方針を審議することを目的として、大阪大学
創立 80 周年記念事業委員会及び実行委員会を設置し
ました。 

創立80周年記念事業委員会及び実行委員会の設置 

創立80周年記念事業 
大阪大学は2011年に創立80周年を迎えます 

記念事業委員会 

構　　成：総長、理事・副学長、各部局長等（部局長会議メンバー） 
委  員  長：鷲田総長 
副委員長：西尾理事・副学長 
業　　務：創立 80 周年を記念する事業を企画し、及びその実施に関する基本的な方針を審議する。 

実行委員会 

実施組織 

　各種事業を企画、立案及び運営に関し必要な事項の審議並びにその実施に当たるため、記念事業委員会
の下に各実行委員会を設置する。各実行委員会の委員長には各理事・副学長が当たる。 
　【実行委員会】 
　　（1）国際シンポジウム実行委員会　　　　（5）モニュメント構築実行委員会 
　　（2）社学連携イベント実行委員会　　　　（6）学生イベント実行委員会 
　　（3）記念出版・展示実行委員会　　　　　（7）創立 80 周年記念募金実行委員会 
　　（4）産学官連携イベント実行委員会　　　（8）創立 80 周年記念式典・講演会関係 

原点へ・未来へ 
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　学内の重要な記念行事や公開講座などで創立 80 周
年記念事業と連動して開催可能な場合は、本事業の
一環として行い、事業を盛り上げるとともに効率化
と経費削減を図ります。例えば、緒方洪庵生誕 200
周年記念行事、懐徳堂記念会創立 100 周年記念事業
については、既に創立 80 周年記念事業のプレイベン
トとして開催することとしています。 

　委員会では創立 80 周年を迎える年を「創立 80 周
年記念 YEAR」とし、委員会の下におかれた実行委
員会等から提案のあった様々な記念事業を、年間を
通じて実施することとしています。さらに「創立 80
周年記念 YEAR」の前年には、創立 80 周年のプレイ
ベントとして、展示やシンポジウムも予定されてい
ます。 

記念事業 

〔主な事業〕 
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　記念事業委員会では創立80周年を迎えるにあたり、
記念事業タイトル「原点へ・未来へ」を制定しました。 
　“原点へ”は、本学の精神的な源流である適塾と
懐徳堂がともにめざした科学的精神とそれにもとづ
く徹底して合理的な知を追求すること、あわせて深
い徳と豊かな教養を磨くという希有な原点を今、あ
らためて思い起こすことを表し、“未来へ”は、「社

会に開かれた学府」として「地域に生き世界に伸びる」
というモットーのもと未来志向の産学連携、社学連携、
地域の文化機関、国際的な文化機関として、大阪大
学の役割を担い、「阪大ならでは」の特色ある活動
と運営スタイルを築きあげてゆくということを表し
ています。 

記念事業タイトル 

原点へ・未来へ 
【原点へ】 

　◇　大阪大学は、昭和 6 年（1931 年）に大阪帝国大学として創設され、江戸期に大坂の地に創設
された適塾（1838年）を原点とし、さらに遡って大坂の五商人によって開設された懐徳堂（1724
年）の精神を汲みつつ、学術と教育の機関として発展してきた。 

　◇　藩校ではない市民による市民のための二つの学問所を精神的な源流としており、そのことを
大きな誇りとしている。科学的精神とそれにもとづく徹底して合理的な知を追究すること、あ
わせて深い徳と豊かな教養を磨くこと。 

　◇　この二つをともにめざした適塾と懐徳堂の精神という希有な原点を、大阪大学はいまあらた
めて思い起こし、それを現代にふさわしく大きく飛躍させてゆかなければならない。 

　◇　大阪大学のもう一方の礎である大阪外国語大学は、大正 10 年 (1921 年 )、大阪の実業家・林
蝶子女史 (1873-1945) が「大阪に国際人を育てる学校を」という理念のもとに、学校設置資金と
して、私財 100 万円を国家に寄付されたことに遡る。平成 23 年（2011 年）は、大阪外国語大学
の創立 90 周年の年でもある。大阪外国語大学の建学の精神のもと、大阪大学はさらなる国際化
を図ってゆかなければならない。 

 
【未来へ】 

　◇　このように「社会に開かれた学府」としての大阪大学は、「地域に生き世界に伸びる」という
モットーの意義を再認識し、グラウンドプランのもと、その使命を果たしてゆく。 

　◇　在阪企業との産学連携事業、21 世紀懐徳堂をはじめとする社学連携事業、さらには地域の文
化機関、国際的な文化機関としての大学の役割を積極的に果たしていくために、阪大の創設の
地である「中之島」への回帰を図る。そしてその再開発計画に積極的に関与してゆく。大阪大
学のみならず、大阪というまちが魅力的でなければ、全国からほんとうに優秀な学生は集めら
れない。 

　◇　世界トップレベル研究拠点プログラム、グローバル 30 プログラムを契機として、さらなるグ
ローバル化を図り、世界最高レベルの研究拠点大学としての大阪大学の国際的なプレゼンスを
高める。 

　◇　創立 80 周年を迎え、原点を見据え、さらなる広がりをめざす大阪大学の未来を表現するセレ
モニー、記念講演、記念シンポジウム等を中之島を中心に開催する。 
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　創立 80 周年記念事業委員会では、学内の気運を盛
り上げるため、創立 80 周年記念のロゴ・マークを下
記のとおり制定しました。 
　ロゴ・マークの制作については、学章をモチーフに、
創立 80 周年の記念事業タイトル「原点へ・未来へ」
をふまえ、21 世紀懐徳堂の特任研究員 荒木基次 氏
をはじめとする「80 周年ロゴ・マーク」制作チーム

に作成を願ったものです。 
　今後、創立 80 周年記念事業が終了するまでの間、
ロゴ・マークを機会あるごとに積極的に使用し、創
立 80 周年をアピールしていきます。また、バナーに
ついては、本部事務機構共通棟、コンベンションセ
ンター、中之島センター等に設置しています。 

ロゴ・マーク、バナー 

　この記念すべき創立 80 周年を契機として、本学の
「原点」の一つである旧制浪速高等学校の校舎（豊
中キャンパスの共通教育本館（イ号館：登録有形文
化財建造物））を阪大人の共通の思いを託せる施設
として、さらには大阪における学術の伝統のシンボ
ルとして「大阪大学会館」に再開発することを計画

しています。懐徳堂、適塾といった原点を意識し、
大阪大学のモットーである「地域に生き世界に伸びる」
のもとで、未来志向の社学連携、産学連携、国際連
携などのさまざまな活動に資する拠点として、この
会館を設置することにしています。 

　“原点”を見据え、さらなる広がりをめざす大阪大学の“未来”を表現する創立80周年記念事業を中之島を

中心に開催することとしています。 

　本学の学生・教職員はもとより地域社会の方々も含め、幅広く創立80周年記念事業にご参加いただけるよ

う検討を進めますので、ご支援・ご協力をお願いします。 

大阪大学会館 

■ロゴ・マーク ■バナー 

・制作者 

　「80 周年ロゴ・マーク」制作チーム 
　荒木　基次（大阪大学 21 世紀懐徳堂・特任研究員） 
　久保田　徹（大阪大学コミュニケーションデザイン･センター・特任講師） 

八木　良太（大阪大学ウェブデザインユニット・ 特任研究員） 

（基本形態・基本色） 

・制作意図 

　全体的なモチーフは黄金比率の「祝祭の旗」で
あり、基本的な色彩は「祝いの紅白」とした。 
　「80」の数字が入った白い三角形の空間は、記
念事業タイトルの「原点へ・未来へ」をふまえ、「原
点へ＝集中する」方向性と「未来へ＝拡大する」
方向性を表している。 
　それに伴い「th ANNIVERSARY」の文字は「原
点」にも「未来」にもフレキシブルに対応する意

味を込めて、ファスナーの取手のようにレイアウ
トした。 
　また、映像動画での情報発信にも対応させるため、
動きを創りだせるデザインも意識している。同じ
く学内の意識を喚起するため「バナー（＝垂れ幕）」
などとしてキャンパス内に「翻る」ことも想定し
ている。 
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ナウスペシャル 

大阪大学未来基金（大学）について 

■　大阪大学未来基金（大学）とは 
　大阪大学の基本理念「地域に生き世界に伸びる」のもと、
大阪大学が独自の事業を継続・発展させるためには、一定
規模の自主的な財源を恒常的に確保しておくことが不可欠
です。そうした自主財源を確立するために、財務基盤整備
本部ならびに財務室基金検討ワーキングにおいて、おおよ
そ 2 年間にわたり、国立大学や私立大学の活動の状況を調
査するとともに、慎重な議論を重ね、本年 5 月、「大阪大
学未来基金（大学）」が設置され、募金活動が始まりました。 
 
■　活動の基本方針 
・基金の規模と目標 

　右の表にもありますようにアメリカの大学では 1000 億
円を超える基金をもつ大学も多くあり、また他の日本の国
立大学でも一定規模の基金を持っています。こうしたこと
からも、5 年間で 100 億円規模の基金を確立したいと考え
ています。基金は、一定額を確保するまでは原則として安
全な資金運用による運用益のみの使用とします。しかし募
金活動の初期段階や、時勢に即応した緊急性のあるプロジ
ェクトについては、ある程度元本を使用することもやむを
得ないと考えています。 
・募金の目的と基金の使途 

　包括的な使途を目的に掲げて募金を行いますが、寄附者
の皆様の意向を可能な限り反映できるように個別の使途目
的や種々の要望などにも対応するようにし、寄附者の皆様
に対してはきめ細かく配慮・対応すべく柔軟に運営します。 
・募金の対象 

　大阪大学未来基金（大学）は、個人寄附型とともに、企
業・団体などを対象とした組織寄附型を併設します。当分
の間は本学教職員、卒業生や大学関係者など広く個人を対
象に募集します。しかし、「まず魁より始めよ」の諺にあ
るように、本学教職員が率先して募金を行うことによって、
本基金創設にかける大学スタッフの熱意や意気込みを示す
ことが第一歩です。それに続いて卒業生、さらには企業・
団体などを対象とした募金活動を展開します。個人寄附を

重視するのは、アメリカの大学や日本の有力私学が卒業生
や大学関係者を募集の相手とする寄附金が主流であること
を参考にしたためです。いわば「阪大ファンクラブ」の創
生であり、したがって継続的な寄附を促すためのフォロー
アップ（謝辞、顕彰）や情報を公表することを重視します。 
・募集の主体 

　募金活動を進める組織として、大学に基金室及び基金事
務室を設けその業務を担当しています。ここには募金活動
を専門とする専任教員と、事務職員を配置しています。 
　これまで、大学外組織としての大阪大学後援会による「未
来基金」が募集されています。公益法人に関わる法制の改
正に伴い後援会組織の改組が検討されていることを踏まえ
つつ、将来は後援会の「未来基金」と合流し、大学が募金
活動の主体となり、大学が責任をもって独自財源の確立を
はかって行きたいと考えています。 

大阪大学総長補佐（基金･広報担当） 

　山　元　　　弘 

本年5月に「大阪大学未来基金（大学）」が創設されました。既に募金活動は開始しているところですが、
一層その趣旨へのご理解・ご協力をいただきたく、改めて、この基金を紹介いたします。 

日本の大学の基金の状況 

大学 募金残高 

 北海道大学 

東京大学 

一橋大学 

名古屋大学 

神戸大学 

九州大学 

13億円 

195億円 

22億円 

11億円 

18億円 

22億円 

上表：【出所】文部科学省先導
的大学改革推進委託事業「大
学の資金調達・運用に関わる
学内ルール・学内体制の在り
方に関する調査研究」東京大
学より（アンケートに回答し
た 785の大学のうち 47.5％に
あたる 373 校が 1億ドル以上
の基金を保有している。） 
 
左表：【出所】各大学HP

250 

200 

150 

100 

50 

0
2,500万 
ドル以下 

2,500万 
～5,000万ドル 

5,000万 
～1億ドル 

1億 
～5億ドル 

5億 
～10億ドル 

10億ドル 
以上 

大
学
数 

米国の大学の基金規模 

130 126

156

232

65 76
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■　部局等が行う独自の募金活動との関連 
　各部局ではこれまで、それぞれの周年事業などの募金活
動を実施してきました。しかし往々にして複数の募金活動
が重なり、相手方にとっては、同じ大学から種々の寄附依
頼がくるという、いわゆる「ダブルアスキング」の状態が
生じていました。こうした社会一般常識にそぐわない状態
を避けるために、部局等の募金事業は「大阪大学未来基金

（大学）」に一本化することを考えています。個別の募金活
動への醵金は、寄附者が使用目的を指定することで目的を
明確にしていただきます。現在、「大阪大学における教育、
研究、社会貢献、国際交流への支援」を使途とした募金と、
並行して「大阪大学創立 80 周年記念事業」と「洪庵生誕
200 周年記念事業」を使用目的とした募金活動を進めてい
ます。これらの募金事業と連携することによって、ダブル
アスキングを避けた募金活動を行っているところです。 
　また、創立 80 周年記念事業の一環として、近々「大阪
大学会館設立募金」活動が開始されますが、これは個人寄
附型ではなくて企業・団体などを対象としたものとする予

定です。先の「大阪大学創立80周年記念事業」への募金（記
念諸事業へ対応）とは性質を異にしたものです。 
 
■　基金の活用計画と現状 
　使途を限定した募金活動を除いて、基金は「教育、研究、
社会貢献、国際交流への支援」を目的としてあげています
が、将来は米国の大学のように奨学支援などもその目的に
盛り込みたいと考えています。 
　平成21年11月末現在、1億円強の募金が集まっています。
本学の教職員と一部卒業生や旧教職員からの醵金の他に、
ある卒業生の方からは、ご自身の相続財産から多額のご寄
附をいただきました。大学としては、こうした事例を踏ま
え、大阪大学へのこの種の寄附を考えて下さっている方に
対して、相続に係る法律やその手続などについて、相談の
窓口を設けております。 
　基金の充実のために、改めて本学教職員各位のご支援を
心からお願いたします。 

税法上の優遇措置について 

　大阪大学未来基金（大学）にご寄附いただいた個人の皆様は、下記のとおり税法上の優遇措置を受けることができます。 
【所得税】寄附金額（年間総所得額の 40％を限度とする）から 5,000 円引いた額が当該年の所得から控除できます。 
【住民税】大阪大学への寄附金を個人住民税の控除対象としている都道府県・市区町村（例えば吹田市や豊中市）にお住ま
いの方は寄附金控除を受けることができます。控除額や大阪大学への寄附がこの対象とされているかなどは、お手数です
が各自治体の税務の窓口にお問い合わせください。 

大阪大学未来基金（大学）について 

お気軽にお問い合わせ下さい 

大阪大学基金事務室 
TEL：06－6879－8327　FAX：06－6879－4337 
E-mail： kikin@ns.jim.osaka-u.ac.jp　http://www.osaka-u.ac.jp/kikin/

阪大ファンクラブ 

企業 地域 旧教職員 卒業生 教職員 保護者 

国際交流事業 

社会貢献事業 教育・研究支援事業 

学生奨学支援事業 

大阪大学未来基金（大学） 

運用益 
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学生支援ＧＰ「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」 
「市民社会におけるリーダーシップ養成支援」合宿研修 

　学生部キャリア支援課では、平成19年度文部科学省の「新
たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」に採択
された「市民社会におけるリーダーシップ養成支援」プロ
グラムを平成 19 年度から実施しています。 
　平成 21 年度は 8 月から 9 月にかけ、各学年（4 年次はメ
ンターとしての参加）を対象とした合宿研修を 3 泊 4 日の
日程で 3 回行いました。 
　1 年次では「世界と日本そして市民としての私（取り巻
く環境の課題認識と世界と自己との関係性の構築）」、2 年
次では「市民との対話と協創（コラボレーション技術とソ
ーシャル・ネットワーク形成の習得）」、3 年次では「市民
社会変革型リーダーの使命と役割（市民社会でのリーダー

としての志（Aspiration）・信念（Belief）・コミットメント
（Commitment）の形成と実践）」というテーマをもとに、
学内外の様々な分野の講師を迎え、学生部職員による運営
のもとにグループワークを中心としたセッションを実施し
ました。参加学生諸君が合宿研修での経験を今後の学生生
活に活かし、市民社会でのコアとなる人材に育っていくこ
とを期待しています。 
　学生支援GPの合宿研修の報告やその他の活動については、
ウェブページ（http://www.osaka-u.ac.jp/jp/campus/ 
leadership_GP/index.htm）に掲載しています。 

（学生部キャリア支援課） 

大阪大学技術職員研修（第26回）実施 

　大阪大学技術職員研修（第 26 回）が、9 月 2日（水）、3
日（木）の両日にコンベンションセンターにおいて行われま
した。 
　この研修は、本学技術職員に対し、職務に関する必要な
知識・技術等を広く修得させるとともに、自己啓発、相互
啓発の機会を与えることにより、職員の資質の向上を図る
ことを目的として実施されたものであり、当該研修には、
10 部局から 27 名の技術職員が受講しました。 
　開講式では、鷲田清一総長から本学職員としてその社会

的責任を一丸
となって果た
していただき
たい旨、激励
の言葉があり
ました。その
後、安全衛生
管理部　富田
賢吾　講師か
ら「大学・職

場における安
全衛生に対す
る技術職員の
役割」の講義、
工学研究科　
赤松史光　教
授から「化石
燃料の燃焼と
エネルギー・
環境問題」の
講義、引き続き、技術職員講演が行われました。 
　2 日目は技術職員講演の後、安全衛生管理部　山田　等
　特任研究員から「巡視を通じて技術職員に求める安全・
衛生への取り組み」の講義、活動経営塾　村杉政一　塾長
から「自動車づくりから得た大学で求められる技術者像」
の講義、引き続き、安全技術演習・フィッシュボーン演習
では班別討議を行った後、各班により発表が行われました。 
閉講式では月岡理事・副学長から修了証書の授与が行われ、
2日にわたる研修を修了しました。　　　　（総務部人事課） 

ストーリーテリングによる「総括」 

あるセッションでのグループワーク 

鷲田総長 

フィッシュボーン演習 
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中国天津大学材料科学及工程学院との学術交流協定に調印 

　接合科学研究所は、9 月 18日（金）に天津大学材料科学及
工程学院と学術交流協定に調印しました。調印式は天津大
学で行われ、中田一博所長と田中学教授が出席されました。
今後、両校との間でセミナーや共同研究、ならびに教員、
大学院生との積極的な交流を図ると供に、これまでに締結
した海外大学・研究機関との連携を通じて、溶接・接合科

学に関する国際的な学術研究拠点ネットワークの形成を目
指していきます。 
　なお、調印式に先立って Yaochang Liu 天津大学副学長
から中田所長に天津大学 Guest Professor（任期 2009 年～
2011 年）の招聘書が授与されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（接合科学研究所） 

Guest Professor授与 調印式 

ベトナム派遣団訪問記（ハノイ、ホーチミン、ダナン） 

　グローバル 30 プログラムの一環として世界の大学に本
学を紹介する使節団を派遣することが決められました。近
年交流が深まっているベトナムが最初の派遣先として選ば
れ、バンコク教育研究センターの計らいで「ベトナムとの
交流検討ワーキンググループ」と共同して進められました。
9 月 13日（日）にハノイ入りし、14 日はハノイ工科大学、15
日にはハノイ国家大学（本部、自然科学大学、工業技術大
学）、16 日にはベトナム科学技術アカデミー、17 日・18 日
にはホーチミン市国家大学（本部、自然科学大学）、19 日
にはダナン大学（本部、ダナン工科大学、ダナン教育大学）
を訪問し、21 日にはホーチミン市国家大学（工科大学）
を別途訪問して、全日程を終了しました。各訪問先では、
研究者スタッフと共に学生に対して、大阪大学および各研
究科の紹介と共に、留学プログラム紹介小冊子“Osaka 

University; International Programs at a Glance”などを配付
して、グローバル 30 で新たにスタートする英語による学
位取得プログラム、種々の短期プログラム、および日本語・
日本文化研修のための短期プログラムなどを紹介し、本学
への留学を勧めました。ベトナムでは日本への関心が高く、
これまで交流を深めてきたベトナムの研究者および日本に
留学経験のあるスタッフとの間で、プログラム、研究内容
に亘る密度の高い意見交換がなされました。また、新規に
訪問したダナン大学、ホーチミン市国家大学工科大学では
大学の概要の紹介から研究室訪問に至るまでの種々の意見
交換の中で、お互いの信頼を築く新たなステップとなる有
意義な訪問でした。 

（国際部国際交流課） 

ダナン大学（ダナン教育大学）おけるセミナー 

ハノイ国家大学（工業技術大学）でのセミナー 
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工学研究科が高知県佐川町の小中学校で出張授業を実施 

　工学研究科では、高知県佐川町と連携協力に関する協定
を締結しており、このたび教育面の活動として、9 月 28日

（月）から 9 月 30日（水）の日程で佐川町小中学校において出
張授業を実施しました。 
　出張授業は、「科学を好きになってもらう」ことを目的に、
久保　等技術専門職員が佐川町の 4 つの小中学校で電磁気
をテーマとした講義・実験を実施しました。 
　授業を受けた小中学生からは、「学校では教わらないこ
とで楽しかった。」「家族にも教えてあげたい。」「また来て
欲しい。」との感想があり、本事業の実施は小中学生の学
習意欲の向上とともに、理工系大学・研究科にとって懸案
となっている「理科離れ」という問題の縮小に向けた効果
的な取り組みとして期待されます。 

（工学研究科・工学部） 

高等司法研究科学生生活等サポート委員会主催 
公開トーク・セッション「大不況時代の生きがい ～何を求めて学ぶのか～」 

　新司法試験も大変。合格しても就活で大変。弁護士登録
はしたが、タクベン・ソクドク…。平成 21 年 9 月 30 日、
21 世紀懐徳堂多目的ホールにおいて公開トークセッショ
ン「大不況時代の生きがい　 ～何を求めて学ぶのか～」（主
催：高等司法研究科学生生活等サポート委員会）が開かれ
ました。 
　小雨交じりのあいにくの天候でしたが、20 名をゆうに
超える学生たちが参加をし、和やかな雰囲気の中、先輩た

ちの心温まるエールやメッセージが大きな心の支柱となり
ました。また次の日からの新学期へのモチベーションを高
めたところです。 
　とてつもない激流のなかで小舟のように揺れるばかりの
私たち。生きることがとても苦しいと感じることが多いこ
の時代…。司会の池田辰夫教授・末永敏和教授（学生生活
等サポート委員会）のもと、世界的な環境法研究者の大久
保規子教授（本学法学研究科）、大阪弁護士会副会長の福
田　健次弁護士、大手事務所から独立 1 周年の牧　直樹弁
護士、法科大学院 2 期生の大塚将晃弁護士、心のケアのス
ペシャリスト石金直美准教授（本学保健センター）から自
らのエピソードを交えた貴重なお話しをいただきました。 
　また、サプライズゲストとして、鬼追明夫先生（元日本
弁護士連合会会長・整理回収機構代表取締役、日本漢字能
力検定協会理事長）が、ご多忙の中、手弁当でかけつけて
いただき、学生たちに終始熱く語りかけていただきました。
会場の設営等で教務係はじめ多くの方々のお世話になった
ことに感謝しつつ、前途に導きの光を得た思いでお開きと
なりました。 

（高等司法研究科） 21世紀懐徳堂　多目的ホールにて 
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外部資金獲得に向けた「科学研究費補助金説明会」に260名が参加 

　科学研究費補助金の申請件数の拡大及び採択率の向上を
図るため、応募予定者及び事務担当職員を対象とした科学
研究費補助金説明会を、去る 9 月 16日（水）に吹田キャン
パス、9 月 28日（月）に箕面キャンパス、9 月 29日（火）に豊
中キャンパスにおいて開催し、約 260 名の研究者や事務担
当者が参加しました。 
　説明会は、吹田地区は金倉譲教授（医学系研究科）及び

鷲尾隆教授（産業科学研究所）、豊中地区は米田悦啓教授（生
命機能研究科）及び大竹文雄教授（社会経済研究所）、箕
面地区では大坊郁夫教授（人間科学研究科）がそれぞれ講
演し、科学研究費補助金制度の現状説明や審査体制、審査
でポイントとなる点、研究計画調書を作成する上でのアド
バイス等について詳細な説明が行われました。本年度は吹
田地区及び豊中地区において、より多面的に審査の傾向や
対策等の情報に触れることができるように分野の異なる 2
名の教授に講演していただきました。また、研究推進課か
らは本学における応募手続きの流れや、今年度の研究計画
調書記入要領を説明しました。 
　このほか、不正使用防止計画推進室から科学研究費補助
金の不正使用にかかる説明があり、不正使用防止に対する
意識向上を図りました。特に不正使用をした場合の措置等
については、具体的に罰則を示し注意を促しました。 
　説明会後のアンケートでは、「講師が複数なので説明が
理解しやすかった」、「不正使用の具体例により、注意すべ
き点が分かった」、「9 月中に開催されたため参加しやすか
った」などの声が寄せられました。 

（研究推進部研究推進課） 

第5回大阪大学“ゆらぎ”プロジェクト東京シンポジウム盛況のうちに閉幕 

　文部科学省科学技術総合推進費補助金「先端融合イノベ
ーション創出拠点の形成」プログラムにおける大阪大学提
案課題「生体ゆらぎに学ぶ知的人工物と情報システム」（通
称：ゆらぎプロジェクト）では、9 月 29日（火）、秋葉原コ
ンベンションホールにおいて通算 5 回目となるシンポジウ
ムを開催いたしました。 
　これまで本プロジェクトでは、生物の動作原理を工学的
に応用し、超複雑なシステムを制御可能にするとともにケ
タ違いの省エネを実現する未来社会の基礎技術開発に取り

組んできました。今回のシンポジウムでは、この取組みの
構想と応用可能性をより明確に理解していただくことを主
眼として質疑の時間を例年よりも多めに取ったこともあり、
結果として 20 名を超える方々から質問・コメントがよせ
られ、活発な質疑応答が展開されました。当日は立ち見が
出るほど多くの方々に参加いただき、活発な質疑と合わせ
て、大盛況のうちに閉幕となりました。 

（生命機能研究科） 講演する柳田教授（生命機能研究科） 

講演する石黒教授（基礎工学研究科） 

吹田地区で講演する金倉譲医学系研究科教授 
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薬学部新入生合宿研修 

理学研究科・理学部で環境美化実施 

　理学研究科・理学部では、例年実施している学内環境美
化活動の一環として、本年も 10 月 1日（木）に理学研究科
棟周辺の清掃を実施しました。多数の教職員・学生の参加
があり、用意した軍手やゴミ袋が瞬く間になくなりました。 
　当日は連日続いた雨も止み、秋晴れの下、教職員・大学
院学生・学部学生及び外国人留学生等総勢約 500 名が一体
となって、理学研究科・理学部構内を中心に豊中地区正門、
大高の森付近の清掃区域で、約 30 分にわたりゴミ拾いや
除草作業等に精を出しました。 

　この清掃作業は、日頃忘れがちな環境美化に対する意識
を再確認するとともに、教職員・学生が快適なキャンパス
ライフを送れるよう、美化意識の高揚を図ることを目的と
しておこなっているものです。 
　作業終了後はお茶を飲みながら歓談し、平素は教育研究
の繁多にまかせてお互いに話す機会の少ない教職員・学生
のコミュニケーションを深める場としても大いに役立ちま
した。 

（理学研究科・理学部） 

　薬学部新入生合宿研修が、9 月 29日（火）、30日（水）の日
程で、京都市右京区京北にある京都府立ゼミナールハウス
で新入生 84 名、教職員 21 名が参加して実施されました。 
　これは、専門教育の授業が始まる 1 年次 2 学期の開始直
前に、薬学部の現状と将来に対する認識を再確認するとと
もに、学生と教職員の親睦を深めることを目的として行っ
ているものです。 
　1 日目は、京都市にある島津製作所の三条工場を見学し
た後、ゼミナールハウスに会場を移しました。そこでは、
初めに小林学部長の講話「大阪大学薬学部の目指すもの」、
八木教授の履修に関する説明がありました。 

　夕食は野外テントでバーベキューを行い、京都の奥座敷
と形容される素晴らしい自然の中、肉や野菜に舌鼓をうち
ながら、にぎやかに交流を深めました。 
　その後、橋本准教授による海外留学経験談の講演があり、
学生は真剣な様子で聞き入っていました。 
　2 日目は、少人数のグループで分科会を行い、学生と教
員が学生生活や薬学の未来などについて、自由なテーマで
話し合いました。 
　このように、盛りだくさんな日程でしたが、実りある研
修となりました。 

（薬学研究科・薬学部） 

海外留学経験談の講演風景 

分科会の風景 

美化活動をおこなう東島研究科長 

作業風景 
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鷲田清一総長の挨拶 

演習の風景 

Escano Mary Clare Sisonさんによる入学生代表挨拶 

平成21年度 
工学研究科博士前期・後期課程10月入学式挙行 

　平成21年度工学研究科博士前期・後期課程10月入学式が、
10 月 7日（水）に、医学部銀杏会館内阪急電鉄・三和銀行ホ
ールにおいて挙行されました。 
　当日は、文部科学省の「国費外国人留学生（研究留学生）
の優先配置を行う特別プログラム」に入学した外国人留学
生と、博士前期課程・後期課程10月新入生が出席しました。 
　式は、馬場章夫研究科長、谷口研二評議員を始め、副研
究科長並びに各専攻長の列席のもと、掛下知行教務委員長

（副研究科長）の司会により、すべて英語を使用して進め
られました。初めに、馬場研究科長から新入生歓迎の式辞
が述べられ、その後、博士前期課程 27 名、博士後期課程
44 名の入学生を代表して、博士後期課程精密科学・応用
物理学専攻量子デザインエンジニアリング研究特別プログ
ラムの Escano Mary Clare Sison さんが代表挨拶を行い、
10 月入学式を閉会しました。 

（工学研究科・工学部） 

平成21年度 
大阪大学新入職員研修実施 

　平成 21 年度第 2 回新入職員研修が、10 月 5日（月）から 7
日（水）までの 3 日間にわたり本部事務機構棟 401 会議室及
び中之島センター等において行われました。 
　この研修は、新入職員 17 名を対象として、｢職員として
の自覚と意識の確立を図り、新入職員として必要な基礎的
知識・技能を身につけ、職場への適応力を養う｣ ことを目
的として実施されたものです。 
　開講式では、鷲田清一総長から「大阪大学グラウンドプ
ラン」の内容を交えながら、本学職員としての職務を認識
するとともにスキルアップに努めていただきたい旨、激励
の言葉がありました。その後、外部講師から「社会人の心
構えを身につけること」、「主体性を養うこと」、「コミュニ
ケーション力強化」等について 2 日間にわたり講義・演習
が行われました。 

　3 日目は、国立文楽劇場において、出向職員との面談等
が行われ、続いて適塾と懐徳堂旧阯の碑を見学しました。
その後、中之島センターに会場を移動して、中之島センタ
ーの概要の説明を受け、引き続き高杉英一理事・副学長か
ら「大阪大学の歴史」の講義が、月岡英人理事・副学長から
新入職員に期待すること等についての講話が行われました。 
　閉講式では、月岡英人理事・副学長から修了証書授与の
後、この研修で学んだことを実際の業務を行う際に活用い
ただくととともに、大阪大学のために活躍いただきたい旨、
激励の言葉がありました。 
　この研修を通じて受講者は、お互いに親睦を深め合うな
ど有意義な時間を共有するとともに、3日間の研修を全員、
無事修了しました。 

（総務部人事課） 
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研修風景 

ミッションマネジメント研修実施 

　大阪大学職員研修「大学に関する諸課題についての研修」
の一環として、ミッションマネジメント研修が、10 月 16
日（金）に本部事務機構 401 会議室で行われました。 
　本研修は、「意識改革を行うための方策として、本学の
モットー及び教育理念を確認したうえで、それぞれの担当
部署におけるミッションを検討し、それを実現するための
戦略を展開するまでの考え方を学ぶことにより、自立的に
考える力を身につける」ことを目的として実施しました。 
　本学の事務改革を支援していただいているコンサルタン
ト会社より講師を迎え、講義・グループ討議・プレゼンテ
ーションにより研修が進められました。 
　参加者 30 名を 6 つのグループ（部局運営、人事、教務、
研究協力、財務、病院経営の 6 部門）に分けて実施しまし
たが、グループ分けには工夫を凝らし、グループ内の一部
のメンバーは、あえて現在の職務内容と異なる部門に所属
していただき、別の視点から当該部門のミッションを議論
していただきました。 

　また、本年 4
月より設置し
た PMO 準備室
の 6 人も、各グ
ループのファ
シリテーター
として参加し、
グループ討議
を大いに盛り
上げました。 
　受講後のアンケートで、「それぞれのミッションを意識
し仕事をすることの必要性に気付いた」、「大学職員として
何を目指して仕事をしていくのか、そのことが非常に重要
であることが分かった」等の意見が数多くあったため、本
研修については、来年度以降も引き続き実施することとし
ました。来年度も皆様のご参加をお待ちしております。 

（事務改善推進室） 

平成21年度 
本部事務機構火災・地震総合訓練実施 

　平成 21 年度本部事務機構火災・地震総合訓練を 10 月 13
日（火）、本部事務機構職員約140名が参加して実施しました。 
　訓練は、消防法の一部改正に伴い、新たな消防計画を作
成し、その消防計画に基づき、本部事務機構の本部共通棟
3階北側人事課事務室湯沸室から火災が発生したこと及び、
エレベーターが非常停止し教職員等が閉じ込められたこと
を想定し、「通報訓練」、「救出訓練」、「消火訓練」及び「避
難訓練」を行いました。 
　引き続き、本部事務機構前庭にて「水消火器による初期

消火訓練」を行った後、本部事務機構玄関前にて「屋内消
火栓使用訓練」を行いました。 
　訓練後、門田守人理事から今回の訓練を踏まえて、今後
は防火・防災に関して十分に対応できるようにしていきた
いとの挨拶がありました。 
　当日は天候にも恵まれ、参加者全員、最後まで熱心に訓
練に取り組んでいました。 

（財務部資産決算課） 
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米田研究科長による開会の挨拶 

「第7回市民フォーラム」開催 

　大阪大学大学院歯学研究科では、昨年に引き続き、10
月17日（土）に毎日新聞社ビル地下1階のオーバルホール（大
阪市北区）において、「第 7 回市民フォーラム」を開催し
ました。 
　米田俊之研究科長の開会の挨拶の後、同大学院教員ら 5
名が、今回の総合テーマ「口福への誘い―歯科診療の新展
開―」に基づき、最先端の歯科治療や歯科医療現場の現状
を題材とした講演を行いました。 
　約 400 名の参加者が講演を熱心に聴講し、講演後の総合
討論では活発な質疑応答が行われ、最後に大嶋隆歯学部附
属病院長からの挨拶があり、盛況のうちに閉会しました。 
　参加者からは「各講演者から歯科医療の興味深い話が聞
けて大変参考になった」、「是非継続してフォーラムを開催
してほしい」といった意見が数多く寄せられ、有意義な講
演会となりました。 

（歯学研究科・歯学部） 

サンクトペテルブルク大学（ロシア）と大学間学術交流協定締結 

　10 月 22日（木）にロシア連邦サンクトペテルブルク大学
（Saint-Petersburg State University　http://www.spbu.ru）
において、本学とサンクトペテルブルク大学との大学間学
術交流協定が締結されました。調印式には、本学より辻毅
一郎国際交流担当理事、弘津禎彦グローニンゲン教育研究
センター長、本協定申請部局の一つである言語文化研究科
から林田理惠教授が出席し、サンクトペテルブルク大学か
らは K. Khudoley 国際交流担当副学長、I. Gorlinsky 教育・
研究担当副学長が出席しました。 
　今回の調印式は、大阪市のサンクトペテルブルク姉妹都
市提携 30 周年記念事業にあわせ執り行われたもので、調

印式には両市から北川啓三大阪市副市長、舟戸良裕大阪市
会議長、V. Yagya サンクトペテルブルク市会副議長も列席
し、二国間の学術交流の今後の発展にとって重要な意義を
もつものとして二大学間の協定締結が高く評価されました。 
　会場となったペトロフスキーホールには大学や行政関係
者以外にも在ペテルブルク日本総領事館や企業から多数の
列席者があり、また報道関係者も多くつめかけ、今回の協
定締結に対する期待、関心の高さがうかがえ、関係者一同、
今後の交流内容具体化に向けより一層の努力が必要との思
いを強くしました。 

（国際部国際交流課） 協定書を交わし握手をする辻理事（左）とKhudoley副学長（右） 
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先輩職員との内定者懇親会実施 

　10 月 26日（月）、本部棟 401 会議室において、採用内定
者を対象に先輩職員との内定者懇親会を実施しました。 
　この懇親会は、「大阪大学職員として働くにあたり、意識・
意欲の向上を図ること」、「採用内定者への具体的な大阪大
学像及び大学事務職員像を提供すること」、「職員と採用内
定者間の積極的な交流を図ること」及び「大阪大学で働く
ことに対しての疑問、不安等の解消を図ること」を目的と
して実施されたものです。 
　当日は、後藤宏平総務部長から挨拶及び大阪大学職員と
しての心構えについて、講話が行われました。引き続いて、

採用内定者の自己紹介を行った後、職場見学として医学部
附属病院未来医療センター及び医学資料室を訪れました。 
　その後、ティータイムでは和やかな雰囲気の中、採用内
定者同士親睦を深めた後、先輩職員 12 名と採用内定者 23
名が意見交換を行いました。 
　意見交換では、採用内定者は積極的に疑問・不安等につ
いて先輩職員に質問し、先輩職員からは採用内定者へアド
バイスをするなど活発に意見交換を行い、有意義な懇親会
となりました。 

（総務部人事課） 後藤総務部長の講話 

先輩職員との意見交換 

平成21年度 
学術情報リテラシー教育担当者研修（大阪大学会場）開催 

　附属図書館と国立情報学研究所との共催による平成 21
年度学術情報リテラシー教育担当者研修（大阪大学会場）が、

10 月 21日（水）から 10 月 23日（金）の 3 日間にわたり、附属
図書館総合図書館を会場として開催され、定員を超える応
募の中から選考された西日本各地の国公私立大学の図書館
職員 54 名の受講者がありました。 
　この研修は講義やグループ討議を通じて、各大学等の研
究機関において学術情報リテラシー教育を企画・運営する
ための知識と技術を習得し、より効果的な実施を目指すこ
とを目的としており、平成 15 年度から実施されています。

（平成 16 年度からは大阪大学が西日本会場を担当） 
　研修は青山学院大学の野末俊比古准教授による講義「学
術情報リテラシー教育の理論と動向」に始まり、昨年の受
講者による本研修で得た成果を基に所属機関で実践した事
例報告、事前に選択されたテーマに焦点を絞ったグループ
討議などが 3 日間を通じて活発に行われ、最終日にその成
果が発表されました。 

（附属図書館） グループ討議発表後の質疑応答の様子 
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高等司法研究科・法学研究科附属法政実務連携センター主催 
税法講演会「課税権の対立と国際交渉」 

　10 月 28日（水）、角田伸広大阪国税局課税第一部長を講
師にお迎えして、税法講演会「課税権の対立と国際交渉」
を開催いたしました。講演では、経済のグローバル化が急
速に進展する中での多国籍企業に対する課税権の対立につ
いて、米国・中国を中心に具体的な事例を交えてわかりや
すくご説明くださいました。特に、外資系企業への優遇税
制から一転課税強化という中国当局の政策変更にともなう
問題や、新興国間での無形資産のロイヤリティを巡る問題
など、迅速な対応が必要とされる多様な課題に、今、日本
が直面していることを強調されました。受講生からは、「国
税局が、国内の個人や企業の課税を取り扱うだけでなく、
現在では 22 の国々との間で課税問題を巡る交渉を行って
いるという事実に大変驚いた」「グローバルで複雑な課税
問題に触れ、Tax Lawyer の魅力を改めて実感した」「中国
などの新興国との間に税を巡る新たな問題が発生している
ことに興味をもった」などの感想が寄せられました。 

（高等司法研究科、法学研究科・法学部） 

平成21年度 
国立七大学学生関係協議会の開催 

　平成 21 年度国立七大学学生関係協議会が、去る 10 月 28
日（水）に大阪大学を当番校として、吹田キャンパス銀杏会
館において開催されました。 
　国立七大学の理事（副学長）・学生関係部課長を構成員
とするこの協議会に、今回は、加藤重治大臣官房審議官（高
等教育局担当）及び枝　慶高等教育局学生・留学生課課長
補佐が出席し、「高等教育局所管事項（平成 22 年度概算要
求）」等の説明及び「キャリア支援方策について」の情報
交換が行われました。 

　その後、協議会では「大学院副専攻制度の取り組み」に
ついて、事例紹介・質疑応答を踏まえて、活発な意見交換
が行われ、今後の各大学における制度構築のための参考と
して活用することとなりました。一方、加藤審議官及び枝
課長補佐は医学部附属病院等をはじめ、学内の施設を精力
的に視察し、多くの教職員と意見交換を行いました。 
　最後に次年度の同協議会は京都大学が当番校として開催
することが了承されました。 

（学生部学務課） 平成21年度国立七大学協議会 

工学部の授業を参観する加藤審議官 
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第14回 
上海交通大学－大阪大学学術交流セミナー開催 

　大学間学術交流協定校である上海交通大学との交流の一
環として、毎年行われている「第 14 回上海交通大学－大
阪大学学術交流セミナー」が 10 月 28日（水）から 30日（金）
まで、上海交通大学で開催されました。 

　このセミナーは、同大学との交流協定締結を機に、平成
7 年に大阪大学で第 1 回目が開催されて以降、両大学で毎
年交互に行われているもので、今年は本学から鷲田総長を
始め、37 名の教職員・学生が参加しました。 
　初日午前中のオープニングセッションでは、鷲田総長、
張学長の開会挨拶に続いて、両大学間の学生交流に関する
覚書の更新署名式や、鷲田総長の著書の贈呈式などが行わ
れました。なお、贈呈された鷲田総長の著書は、上海交通
大学に新設された図書館に所蔵されることになっています。
続いて、上海交通大学国際担当副学長と亀岡国際部長によ
る大学の現況紹介のプレゼンテーションが行われました。 
　午後からは、各参加者が「材料」「情報」「船舶」「経済」

「物理」の 5 分野と、今年度から新たに交流分野に加わっ
た「歴史」「光学」の全 7 分野に分かれて 2 日間わたる分
科会を行い、研究交流を深めました。 

（国際部国際交流課） 

薬学部創立60周年記念行事 

　薬学部は昭和 24 年に医学部薬学科として発足して以来、
本年 5 月で創立 60 周年を迎えました。これを記念して 10
月 31日（土）にホテル阪急エキスポパークにおいて創立 60
周年記念行事を挙行しました。 
　記念行事は記念式典、記念講演会及び記念祝賀会の 3 部
からなり、記念式典においては小林資正学部長が式辞とと
もに薬学部の沿革と将来の展望について説明されました。
続いて伊藤信行京都大学薬学部長、眞弓忠範本学名誉教授、
萬年成泰大阪大学薬友会（本学部同窓会）会長からの来賓
祝辞が行われました。 
　式典終了後、引き続き記念講演会が催され、講演者とし

て現在官庁や薬業界で活
躍しておられる薬学部・
薬学研究科ご出身の厚生
労働省岸田修一大臣官房
審議官、沢井製薬株式会
社澤井弘行会長、中外製
薬株式会社大杉義征営業
本部学術情報部部長、第
一三共ヘルスケア株式会
社大江方二顧問の諸氏が
壇上に立たれました。会
場には学内外から 230 人
の参加者が訪れ、ほぼ満

席の状態でそれぞれの業界でのご活躍ぶりに熱心に聞き入
っていました。 
　講演者の熱弁により大盛況の記念講演会が終わり、会場
を移して祝賀会が催されました。祝賀会には公務ご多忙な
鷲田清一総長にもご出席いただき、医療をとりまく社会環
境のめまぐるしい変化のもと、社会の要請に応えるべく尽
力することへの激励をいただきました。その後大阪大学の
法被を着た来賓者 7 名と学部長による鏡開きが行われ、薬
友会最高顧問である近藤雅臣名誉教授の発声で乾杯後、出
席者たちは歓談を楽しみました。2 時間の宴会でありまし
たが、終始なごやかな雰囲気のもと会話の尽きることがな
く、盛会裡に閉会となりました。 

（薬学研究科・薬学部） 鏡開き 
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「21世紀の懐徳堂プロジェクト」スタート 

　11 月 5日（木）午後 5 時 30 分から大阪市中央区の大阪倶
楽部において「21 世紀の懐徳堂プロジェクト」の記者説
明会が行われました。 
　このプロジェクトは、自分たちが暮らす地域の発展のた
めに、自ら学びの場を作り、自ら学び、その学んだことを
自らの地域に還元する」という懐徳堂の精神を再びこの地
に甦らせ、「文化立都」としての大阪を再構築することを
目指しています。具体的には、大阪市、本学21世紀懐徳堂、

（財）大阪 21 世紀協会が連携し、それぞれの事業を展開す
る中で参加団体を増やすとともに、潮流をさらに大きなも
のとしていく予定にしています。 
　当日は、平松邦夫大阪市長、堀井良殷21世紀協会理事長、
鷲田清一総長が呼びかけ人として出席し、平松市長から「中
之島を知の蔵屋敷に」、鷲田総長から「中之島を“情”と

“知”溢れた学びの場に」、堀井理事長から「アーティスト
に場を提供したい」とそれぞれの抱負が述べられました。 

（企画部広報・社学連携事務室） 

　11 月 7日（土）午前 10 時から豊中キャンパス「大高の森」
において旧制大阪高等学校（大高）「青春の像」の移設終
了に伴う除幕式が催されました。「青春の像」は、昭和 37
年に同校創立 40 周年を記念し大阪市阿倍野区の同校跡地

に建設されたものですが、現在の同地所有者であるUR（都
市再生機構）が同地を売却する方針を打ち出したため、「大
高の森」への移設が決定したものです。 
　当日は、晴天に恵まれ、同窓会から、村田義人会長はじ
め木村正治幹事長、金森順次郎元総長他十数名の会員が出
席、本学からは鷲田清一総長、西田正吾理事が出席し木村
幹事長の掛け声で除幕されました。 
　その後、木村幹事長から謝辞が述べられ、さらに、幹事
長の指揮の下、会員全員が像の前に整列し、「全寮歌」を
斉唱、その声は年齢を感じさせない溌剌としたものでした。
　最後に、鷲田総長から「本学の教養部の前身とも言える
大高の像をこの地に移設できたことは教養教育に力を注い
でいる本学にとって非常に喜ばしいことであり、毎日通学
する学生がこの像を見上げ、心を新たにして勉学に励むこ
とを祈っている。」旨の挨拶があり、和やかなうちに散会
となりました。 

（企画部広報・社学連携事務室） 

旧制大阪高等学校 
「青春の像」除幕 
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第5回 
全学FDセミナー 

　11 月 10日（火）、教育情報室と大学教育実践センターが
主催する第5回全学FDセミナーが、豊中・ステューデント・
コモンズで開催されました。このセミナーは、各研究科で
取り組まれているFD活動について情報交換をすると共に、
全学的な FD 活動を推進するために企画されました。 
　第一部では、小泉潤二副学長の開会の挨拶に続いて、岡
山大学の橋本勝教授が、「学生発案型授業と主体的学び――
学生参画型 FD で何ができるか」というテーマで基調講演
されました。既にいくつかの大学では教育改善や FD 活動
に学生を巻き込んでいく取組が行われていますが、その先
進校である岡山大学の取組が紹介されました。その中で、
このような取り組みを可能にしている要点や、学生がどこ
まで関与するのかなどが述べられ、今後の教育改善の方法
を考えるきっかけを提供されました。 
　第二部では、各研究科からのFD活動が紹介されました。
まず、佐藤宏介基礎工学研究科教授は、基礎工学部等で行
われた授業アンケートの結果を詳細に分析し、教員にフィ
ードバックすることによって有効な FD を行っている様子

について説
明されまし
た。次に、
言語文化研
究科の日野
信行教授と
我田広之教
授は、共通
教育科目別

FD、各種
シンポジウ
ムの開催、
公開授業、
新入生合宿
研修等、当
該研究科で
盛んに行わ
れ て い る
FD 活動に
ついて報告されました。歯学研究科の竹重文雄教授は、学
部、研究科および付属病院で取り組まれている様々な試み、
即ち、臨床実習の改革やカリキュラム改革あるいはコンピ
ュータを用いた共用試験の実施について、また、医療系カ
リキュラムプランニングワークショップの様子について紹
介されました。最後に大学教育実践センターの服部憲児准
教授が同センターで行われている新任研修等の FD 活動の
紹介の後、新しい試みである共通教育科目別 FD や共通教
育 TA 研修、あるいは学生参画型の FD 活動（パンキョー
革命）について報告されました。 
　各発表後には質疑応答の時間が設けられ、それぞれ活発
な議論がなされました。 
　最後に、大学教育実践センター、工藤真由美センター長
より、学生を信頼し、任せていくことの大切さを感じた等
の挨拶がなされ閉会となりました。なお、当日は、約 40
名の教職員の参加がありました。 

（大学教育実践センター） 

バレーボール教室開催 

　大学教育実践センター・運動健康支援部門では、11 月
14日（土）、豊中地区第 2 体育館において、「バレーボール
教室」( ゲスト講師：廣紀江・学習院大学教授、ロス五輪
銅メダル、ソウル五輪 4 位、ユニバシヤード神戸大会優勝
他 ) を主催しました。教職員・学生・近隣住民 52 名が参
加し、大変盛り上がった教室となりました。 
　今年度は、レベル別に 2 クラス設定したため、受講者の
レベルにあったスキルをじっくり学ぶことが出来ました。
初心者クラスでは、オーバーハンドパスやアンダーハンド
パスの技術を中心に、上級者クラスでは、スパイク、ブロ
ックに至る技術を学ぶことが出来ました。楽しく盛り上が
った雰囲気の中で、バレーボールを堪能した多くの笑顔が
見られました。 （大学教育実践センター） 
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FRC学生チャレンジ 
第6回サタデーランチ 

　「サタデーランチ」は、工学研究科附属フロンティア研
究センター（FRC）が学生のユニーク＆チャレンジングな
企画提案を支援する「学生チャレンジ」プログラムに採択
されています。この企画は、高校生に阪大を紹介すること
が目的ですが、通常のオープンキャンパスなどとは異なり、
学生主導で少人数の高校生に阪大生の普段の生活の様子な
ども紹介するということを目的に年に数回開催しておりま
す。今年度もこれまでに 5 回開催し、参加した高校生の皆
さんからは阪大生のリアルな話が聞けて良かった等、好評
をいただいています。 

　11 月 7日（土）に、第 6 回のサタデーランチを開催しまし
た。今回は、参加者に大学の雰囲気を味わってもらうため、
工学研究科生命先端工学専攻の福崎研究室の見学を企画し
ました。大学と高校の学習に対するスタンスの違いや、研
究室生活の様子などについて説明を受けた後、実験室内を
見学してもらいました。研究室内でも一部の学生や研究員
しか使用を許可されていない貴重な測定機器なども見るこ
とができ、高校生らに第一線での研究の雰囲気を肌で感じ
てもらうことができました。 
　研究室見学の後は、生協「ファミール」にて昼食会を開
き、阪大生の生活の様子や受験勉強の方法など、参加者の
色々な疑問に答えながら昼食を楽しみ、盛会のうちに終了
しました。 
　本企画は、FRC からの支援に加えて、大阪大学工業会か
らも協賛を得ており、関係者に感謝申し上げるとともに、
次回の開催（12 月 19日（土）予定）に向けて、より一層イ
ベントを盛り上げていく予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　サタデーランチの HP を作っております。是非、お立ち
寄り下さい。 
http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/gakupro/saturday_ 
lunch/index.html（サタデ―ランチ実行委員会） 

（工学研究科・工学部） 

研究室で説明を受ける参加者 

昼食会 

研究室の見学 
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第28回 
千石会総会開催 

　11 月 11日（水）午後 4 時から総合図書館 6 階図書館ホー
ルにおいて、会員 67 名の出席のもと、第 28 回千石会総会
が行われました。 
　「千石会」は、大阪大学に事務系職員として在職し、退

職した者が、終生互いに交流し親睦を重ねることを目的と
して、昭和 57 年 5 月に結成されたもので、正会員 412 名
本学の現職事務系職員である賛助会員 82 名の計 494 名に
より構成されております。 
　当日は、辻　仁　会長の挨拶で始まり、議事に先立ち、
物故者の報告と黙祷が行われました。 
　引き続き議事に入り会員の異動報告、役員の交替、会計
報告及び会則の見直しについて協議が行われた後、同会の
顧問である月岡英人　理事から「大阪大学の近況報告」と
題して本学の活動状況について報告があり、出席者は熱心
に耳を傾けていました。 
　総会終了後、場所を学生交流棟カフェ＆レストラン「宙」
に移し賛助会員を交えて懇親会が賑やかに行われ、次回総
会での笑顔の再会を誓い、盛会裡に終了しました。 

（総務部総務課） 

石濱文庫記念講演会開催 

　附属図書館主催、箕面市立図書館後援による石濱文庫記
念講演会が、11 月 12日（木）に外国学図書館 AV ホールを
会場として開催され、学生・教職員のほか一般市民を含め
120 名が参加しました。 

　石濱文庫は、東洋史学者で西域古文書学の第一人者であ
った石濱純太郎博士（1888 ～ 1968）の旧蔵書で、4 万冊を
こえる学会屈指といわれる東洋学コレクションです。モン
ゴル語、満洲語、西夏語、ウイグル語、チベット語などに
関する資料が数多く収められています。 
　講演は、モンゴル語学、言語学が専門の田中克彦一橋大
学名誉教授（「石濱文庫が語る世界」）、と東洋史・東洋史
学が専門の堤一昭大学院文学研究科准教授（「石濱文庫の
拓本コレクション -- 漢学から東洋学へ --」）によりおこなわ
れました。 
　漢学をはじめとして言語学、歴史学など幅広い範囲にわ
たる膨大な量と高い質の石濱文庫と、大阪の町人学者の伝
統を受け継ぎ市井の学者であることに誇りを持ちつづけた
石濱純太郎という人物の学問世界の広さと深さ、交友関係
などが紹介されました。 

（附属図書館） 

講演会場の様子 

田中克彦一橋大学名誉教授 

堤一昭大阪大学大学院文学研究科准教授 



西尾章治郎理事・副学長による開会挨拶 
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第2回革新的研究教育基盤機器開発整備事業ならびに 
リユース研究教育基盤機器整備報告会開催 

　科学教育機器リノベーションセンターでは、去る 11 月 4
日（水）に「第 2 回革新的研究教育基盤機器開発整備事業な
らびにリユース研究教育基盤機器整備報告会」をコンベン
ションセンターにおいて開催しました。 
　革新的研究教育基盤機器開発整備事業は、学内公募で厳
選された 7 件の開発プロジェクトを文部科学省に概算要求
を行い、平成20年度から5年間の開発事業として認められ、
市販品に比べて低コスト、高性能な阪大“only-one”の汎
用機器開発を目指すものであり、当センターの先端機器開
発室が支援を行っています。 
　一方、リユース研究教育基盤機器整備は、「大阪大学に
おける設備整備に関するマスタープラン」に基づき、学内
にあるリユース可能な研究教育機器を修理・復活再生させ、
汎用性研究教育基盤機器として広く学内の教員や学生に共
同利用させることを目的に、学内経費である教育研究等重

点推進経費の
要求を行い、
平成 19 年度
から順次実施
しているもの
で、当センタ
ーのリユース
促進室が担当
しています。 
　報告会は、

西尾章治郎
理事・副学
長による開
会挨拶の後、
中嶋英雄科
学教育機器
リノベーシ
ョンセンタ
ー長の挨拶
及び革新的
研究教育基
盤機器開発整備事業についての概要説明が行われ、各プロ
ジェクト担当教員から機器開発の進捗状況並びに開発計画
についての報告が行われました。 
　午後からは、（独）科学技術振興機構プログラムオフィ
サーの本河光博氏による「我が国の高度計測技術の問題点」
と題した講演に続き、石塚副センター長からリユース整備
の概要説明が行われた後、各部局のリユース機器担当者に
よるリユース整備状況、共同利用状況等について報告が行
われました。 
　当日は、教職員、学生を含め約 75 人の参加者があり、
活発な質疑応答が行われたほか、同センターの活動内容を
広く理解していただく大変有意義な機会となりました。 

（科学教育機器リノベーションセンター、 
研究推進部研究推進課） 

報告会の様子 

平成21年度 
永年勤続者表彰式挙行 

　平成 21 年度永年勤続者表彰式が、11 月 20日（金）午前 11
時からコンベンションセンター会議室 1 において、受彰者
35 名のうち 27 名の出席のもとに挙行されました。 
　式は、鷲田清一総長から受彰者一人一人に表彰状が授与
された後、式辞が述べられ、続いて、受彰者を代表して工
学研究科の加藤由子氏が答辞を述べ閉式しました。 
　今年度の受彰者は、次のとおりです。 

　中　原　栄　作 （本部）　　　池　上　雅　子 （医病） 

　塩　見　哲　郎 （本部）　　　樫　熊　美由紀 （医病） 

　門　脇　英　雄 （本部）　　　秋　元　　　環 （医病） 

　長　野　義　治 （本部）　　　豊　田　みゆき （医病） 

　竹　下　浩　史 （本部）　　　福　田　佐和子 （医病） 

　大　西　啓　文 （本部）　　　植　田　康　樹 （医病） 

　西　岡　久　夫 （本部）　　　松　本　章　士 （医病） 

　中　尾　広　一 （本部）　　　竹　内　俊　夫 （医病） 

　倉　屋　　　誠 （本部）　　　山　崎　万里子 （医病） 

　清　水　滝　次 （本部）　　　村　本　　　章 （医病） 

　　　野　恵　子 （図）　　　　山　本　充　範 （医病） 

　山　口　智　子 （図）　　　　山　内　孝　二 （歯） 

　浅　田　一　実 （法）　　　　加　藤　由　子 （工） 

　松　月　有　子 （理）　　　　稲　葉　勝　一 （言） 

　波多野　貴公子 （医）　　　　吉　澤　佐代子 （言） 

　岩　　　朋　之 （医病）　　　中　本　有　紀 （極限） 

　鍋　谷　佳　子 （医病）　　　南　野　晋　也 （実践） 

　赤　澤　幸美　 （医病） 

（総務部人事課） 

高 熕

崎 賠



42

キャンパスニュース 

基礎工学部技術職員研修（第16回）実施 

　基礎工学部では、11 月 17日（火）に「基礎工学部技術職
員研修（第 16 回）」を同学部会議室（A 棟 2 階）において
実施しました。 
　この研修は、教室系の技術職員及び特例嘱託技術職員を
対象に、大学における技術職務全般についての視野を養わ
せ、その立場と責務を自覚させるとともに、自己及び相互
啓発の機会を与えて、職員の資質と技術の向上を図り、職
務能力の増進を促すことを目的に実施したものであり、研
修会には基礎工学部をはじめ、大学院情報科学研究科、極
限量子科学研究センター、太陽エネルギー化学研究センタ
ーから計 12 名の参加がありました。 

　当日は、戸部義人学部長による開講式に始まり、大学院
基礎工学研究科の伊藤正教授を講師に迎えての特別講演「光
とナノサイエンス－未来技術への光展開－」に続いて、同
研究科の井上義朗教授を講師に迎えての特別講演「流体の
たくらみ－混合の不思議を追って－」が行われました。午
後からは極限量子科学研究センターの施設見学の後、受講
生による技術発表が行われ、活発に意見交換がなされまし
た。最後に、田谷正仁研修実行委員会委員長から修了証書
の授与が行われ、研修を無事修了いたしました。 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 

「業務改善アイデア賞」表彰式開催 

　「業務改善アイデア賞」表彰式が 11 月 20日（金）、総長
室において行われました。 
　「業務改善アイデア賞」は、「国立大学法人大阪大学にお
ける業務改善方法の公募及び表彰に関する要項」及び「業
務改善アイデア公募要領」に基づき教職員から提案された
業務改善のアイデアを、事務改革推進本部において審査し、
採用が決定されたものの中から特に業務改善に資すると認
められたものに対して授与される賞です。 
　今回は、平成 20 年 10 月から平成 21 年 9 月までに採用が
決定された6件（応募件数26件）を対象として選考を行い、
以下の 2 件の提案に対して優秀者賞が授与されることとな
りました。 
　表彰式では、鷲田総長、西田理事・副学長（事務改革推
進本部長）、月岡理事・副学長（業務改善 WG 議長）等の

出席のもと、鷲田総長から表彰状が手渡されました。 
　また、2 名の受賞者には副賞として各 5 万円が支給され
ることとなっています。 

（事務改善推進室） 

所　属 職 氏　名 提　案　題　名 

薬学研究科教務係 
 
微生物病研究所研究協力係 

係　長 
 

主　任 

金　田　幸　三 
 

松　田　晃　蔵 

産前・産後休暇及び育児休業職員の代替として 
勤務する派遣職員の業務日報の廃止 
厚生労働省科学研究費補助金に係るマニュアル 
の作成 
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感動のライブ・セッション実現!! 
第2回ECLIPSE Master Class

　11 月 17日（火）、第 2 回 ECLIPSE Master Class は大阪の
梅田にあるライヴハウス Hills Bread Factoryで開催された。
当日は雨にも関わらず延べ約 200 名の来場があり、大阪大
学から参加した学生も大変満足したと思います。 
　今回の第 2 回 ECLIPSE Master Class は前回同様、大阪
大学 21 世紀懐徳堂と富士通テンの共催で実現しました。
マスタークラスとは、欧米で音楽や演劇などを学ぶ学生に
プロが直接指導をする授業のことを指します。このマスタ
ークラスを富士通テンの技術が生み出した ECLIPSE TD ス
ピーカーを使用して行うのが ECLIPSE Master Class であ
る。 
　9 月半ばの頃、音楽に興味のある阪大生 10 人が集まりま
した。それから、10 人の学生スタッフと富士通テンの担
当者で企画、運営について何度も定例会を行い、実現に向
けて努力しました。今回はアメリカのバークリー音楽大学
から卒業したての有望なアーティスト Lebecca Muir と Jon 
Levy を含む 4 名を招いて無料のライヴとレコーディング

を行うことになりました。学生スタッフも意気込んで企画
にあたり、ラジオ放送局での広報、集客方法、ライヴ後の
ディスカッション、そして学生とアーティストとのセッシ
ョンなど、次々とイベント案を出して実行しました。何と
いってもライヴのラストでの、阪大生のサックスの二人組
とのセッションは、感動的なものとなりました。 
　今回、学生スタッフは何かを創り上げることの大変さを
感じつつも、大きな達成感と充実感を得られたに違いあり
ません。なにより、きっと近い将来、この経験が自身を支
える良き礎になると思います。ライヴハウスのステージは、
一生忘れることはできないでしょう。改めて、このような
機会を下さった大阪大学 21 世紀懐徳堂と富士通テンの皆
様に感謝の意を述べると共に、バークリー音楽大学や関係
各位の皆様にも深く御礼を申し上げます。 
（文学研究科文化動態論専攻　修士課程 1 年　櫻井つかさ） 

（21 世紀懐徳堂） 
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The 6th wwPDB Advisory Committee Meeting開催 

　蛋白質研究所では、米国（RCSB-PDB, BMRB）および
欧州（EBI-PDBe）と協力し、日本蛋白質構造データバン
ク（PDBj）として、worldwide PDB (wwPDB) という国際
的な蛋白質立体構造データベースの維持・運営・高度化を
進めています。PDBj では、全世界の 25 ～ 30％にあたるデ

ータを登録・整備する一方、種々のウェブサービスや二次
データベースの構築を行い、主にアジア・オセアニア地区
へのサービスに務めています。 
　本年 11 月 6日（金）には、X 線結晶構造解析、NMR、電
子顕微鏡解析等を行う世界中の構造生物学の専門家と、
wwPDB を運営する 4 つの組織の代表が大阪大学蛋白質研
究所に集合し、当研究所の中村春木教授（PDBj統括責任者：
写真前列左端）をホストとして、第 6 回の wwPDB 国際諮
問委員会が開催されました。今回は、近年の進展が著しい
インドと中国からも、準メンバーを特に招待いたしました。
会議では、wwPDB の運営に対する評価がまず行われ、
wwPDBのデータの検証法やデータ・フォーマットの問題等、
データベースのポリシーや運営についての重要な諸問題が
議論され、来年米国で開催予定の次回諮問会議までの改善
点等の指摘が行われました。 

（蛋白質研究所） 第6回wwPDB諮問委員会メンバー 

大嶋歯学部附属病院長 

第4回大阪大学バンコク公開講演会 
「感染症から私たちの身を守る」 

　11 月 7日（土）、バンコク公開講演会「感染症から私たち
の身を守る」がバンコク教育研究センターおよび日・タイ
感染症共同研究センターの共催で、グランドミレニアムス

クンビットホテル（バンコク）にて開催されました。第 4
回目を迎えた今年度の講演会は、3 名の著名講師をお招き
しての幅広い内容での講演となり、132 名もの在タイ邦人
の参加がありました。 
　森島恒雄岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授による

「新型インフルエンザ　最近の動向から」では、新型イン
フルエンザウイルスの特徴、感染時の症状や対処等につい
て、岡慎一国立国際医療センターエイズ治療・研究開発セ
ンター長の「エイズに対する正しい知識」では、HIV/ エ
イズの差別・偏見問題、治療や対策の国際比較等について、
お話いただきました。本学からは大嶋隆歯学部附属病院長
に「むし歯と歯周病－予防から治療まで－」と題してご講
演いただき、虫歯が引き起こす障害や歯周病の原因、症状、
治療方法等について、ご教示いただきました。 
　なお、本講演会の内容は日・タイ感染症共同研究センタ
ー HP（http://www.rcc-eri.org/）に掲載されています。 

（国際部国際連携課） 
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職員のための英語プレゼンテーション能力養成研修実施 

　職員のための英語プレゼンテーション能力養成研修が
11 月 10日（火）に銀杏会館で実施され、各部局から 37 名の
受講者の参加がありました。この研修は国際交流に携わる
職員が英語によるプレゼンテーション能力を身につけるこ
とで、グローバル 30 の採択、世界大学ランキングの上昇
に伴い増加する海外来訪者との交流の中で本学の魅力を充
分に紹介し、サービスをより充実したものとすることを目
的に実施されました。講師には、日本人への英語教育、プ

レゼンテーション教育の経験が豊富な、言語文化研究科の
ロバート・オモハン特任准教授をお招きし、レクチャー、
グループワーク及びプレゼン実技という参加体験型の形式
で実施されました。今回の経験を受講者各自が今後の業務
に活用されることを確認し、研修を無事修了しました。 
　なお、今後、この英語プレゼン研修は定期的に、また能
力別（ビギナー～上級）に開催することも検討しておりま
す。多くの皆様の参加をお待ちしております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国際部国際交流課・国際企画推進本部） 

グループワーク オモハン准教授.

理学研究科・理学部消防訓練実施 

　理学研究科・理学部において、11 月 12日（木）13 時 30 分
から消防訓練を実施しました。 
　この訓練は、例年、秋季全国火災予防運動に因んで行っ
ているものであり、併せて、化学科 3 年生の化学実験の授
業の一環として行っているものでもあります。 
　今回行った訓練は、まず避難訓練として H 棟の最上階
にあるセミナー室が出火したことを想定し、火災報知器が
作動したあと、非常放送の流れる中、実際の 119 番通報も
行い、担当者の避難誘導に従って屋外へ避難し、同時に出

火元の初期消火訓練を行いました。 
　手際よく避難誘導、初期消火が行えたため、短時間で全
員の避難が完了しました。 
　このあと場所を移して、消火栓を使った放水訓練、模擬
火災を起こしての消火器を使った初期消火訓練及び教育ビ
デオを用いた講習を行いました。 
　参加した教職員・学生約400名は、万が一の備えとして、
これらの内容について真剣に取り組みました。 

（理学研究科・理学部） 消火栓による放水訓練の風景 

二酸化炭素消火器による初期消火訓練の風景 
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学術交流促進を目的にアジア諸国を歴訪 

　理学研究科では、学術交流促進を目的に、平成 21 年 3
月から 11 月にかけて、台湾、フィリピン、マレーシア、
インドネシア、ベトナム、タイのアジア諸国の 11 大学を
訪問しました。 
　これは、①国際化拠点整備事業（グローバル 30）に採
択されたことにより、優秀な留学生を受けれるため、理学
研究科の教員と外国の大学の教員との間に信頼関係を醸成
し、その上に立って現地の大学の優秀な学生を受け入れる、
②アジア諸国の学生を受け入れ、人材育成によりアジア諸
国の発展に貢献する、という方針に基づいて実施されまし
た。 
　各大学への訪問では、訪問先の部局長等との会談、部局
間学術交流協定の締結、研究分野ごとに教員同士の懇談、
学生への説明会を行いました。また、現地の日本大使館を

訪問し、国費外国人留学生等に関する情報を収集するなど
精力的に取り組み、今後の展開が期待される実りあるもの
となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（理学研究科・理学部） 

台湾 

フィリピン 

マレーシア 

インドネシア 

ベトナム 
 

タイ 

国立台湾大学、国立交通大学 

フィリピン大学、デラサール大学 

マレーシア工科大学、マラヤ大学 

バンドン工科大学 

ベトナム国家大学ハノイ自然科学大学、 

ベトナム国家大学ホーチミン市自然科学大学 

チュラロンコン大学、マヒドン大学 

訪問先一覧 

台湾の国立交通大学との学術交流協定を締結 

マレーシア工科大学との学術交流協定を締結 

ハノイ自然科学大学との学術交流協定を締結 

バンコク教育研究センターを訪問 
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たけのこ、まきば両保育園で消防訓練を実施 

　11 月 25日（水）にたけのこ保育園で、11 月 27日（金）にま
きば保育園で、それぞれ消防訓練を実施しました。保育園
は消防法で毎年 2 回の消防訓練（部分訓練と総合訓練）が
義務づけられており、たけのこ保育園では 2 度目、まきば
保育園は改修後初めての総合訓練となりました。当日、た
けのこ保育園は吹田市北消防署の消防士の方から、まきば
保育園は茨木消防署下井分署の消防士の方から避難誘導の

仕方や消火器の使い方、防火管理の心構えなど、約 1 時間
にわたって指導を受けました。参加した保育士さんをはじ
めとする保育園のスタッフが真剣に訓練する中で、最初は
避難訓練の様子に驚いていた園児たちも、間近に見るポン
プ車に興味津々といった面もちで、消防士の方に順番に乗
せてもらうと大喜びの顔になり、スタッフ、園児ともに実
りある訓練となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（企画部企画推進課） 

まきば保育園の消防訓練 たけのこ保育園の消防訓練 

　平成21年度大学院薬学研究科公開講座が、11月7日（土）、
21日（土）の 2 日間にわたって本研究科 2 号館 4 階特別講義
室を会場として開催されました。 
　本講座は、薬学部 6 年制が導入され、薬剤師、薬学研究
者の専門的かつ幅広い知識が益々必要とされている現在、
生涯教育の一環として「くすりと医療」と題し、最新の知
見をもとに薬学の現在の課題と将来への展望について、そ

れぞれ最先端の分野で活躍する学内の 6 名の講師により語
っていただきました。薬剤師を中心に、幅広い年代層にわ
たる約 30 名が受講しました。 
　開講に当たって、今回の公開講座の座長である宇野公之
教授の挨拶と開講についての趣旨説明があり、本研究科所
属の好光健彦准教授、伊藤徳夫講師、橋本均准教授、大久
保忠恭准教授、辻川和丈准教授及び医学系研究科の井上修
教授より講義が行われました。各講義は、抗腫瘍活性希少
天然物の機能、必須栄養素と骨代謝、神経ペプチド
PACAP の脳での機能、タンパク質の溶液構造に基づく阻
害剤の探索、がんの分子標的治療創薬、PET 分子イメージ
ングの展開など、医療薬学、医薬品と人との接点に関わる
テーマで行われ、科学的基盤から医療に至る広範な内容を
ご紹介いただき、受講生は熱心に聞き入っていました。 
　また、最終日に行ったアンケート調査では、内容的には
極めて高く評価され、参加者から今後の本講座への強い期
待が寄せられました。 

（薬学研究科・薬学部） 

大阪大学大学院薬学研究科 
公開講座「くすりと医療」開催 



48

キャンパスニュース 

ステューデント・コモンズ開設記念式典 

　大阪大学大学教育実践センターでは、実践センター教育
研究棟（旧自然科学棟）1 階・2 階部分を改修し、「ステュ
ーデント・コモンズ」を開設、11 月 9日（水）に開設記念式
典を挙行した。式典には大阪大学名誉教授、歴代の全学共
通教育機構長、旧制浪速高等学校同窓会・旧制大阪高等学
校同窓会の会長をお招きし、学内外の関係者のほか、多数
の学生も参加し執り行われました。 
　式典では、工藤眞由美大学教育実践センター長の挨拶、
鷲田清一総長の祝辞に続き、小泉潤二理事を加えた 3 名に
よるテープカット及び式典出席者の記念撮影が行われ、そ
の後、ステューデント・コモンズの見学会が行われました。 
　ステューデント・コモンズ 1 階には学生から強い要望の
あった談話スペースとして「カルチエ」をオープン、軽食
を提供する「カフェゾーン」、組み合わせ自在な可動式机・
椅子を配置した「自習ゾーン」、大阪大学多目的ディスプ
レイ「O+PUS」やソファーを設置した「情報ゾーン」が
あり、学生の主体的な学びの場、学生相互の、また学生と
教員のコミュニケーションの場としての利用が期待されま
す。同じく 1 階に設置された「開放型セミナー室」はシア
ター上映が可能な設備も備え、中庭に面した全面ガラス窓
を開放して、オーニング付きウッドデッキ、中庭と一体と

なってオープンな雰囲気での授業やイベントの開催が可能
となっています。 
　また、実践センター教育研究棟｡には全学的教育を担う
大学教育実践センター、留学生センター、コミュニケーシ
ョンデザイン・センター、グローバルコラボレーションセ
ンター、学際融合教育研究センターが集結し、大阪大学が
掲げる 3 つの教育目標である「教養」「国際性」「デザイン
力」を総合的に追求する教育活動を展開すべく、ステュー
デント・コモンズ2階には各種セミナー室を整備しました。 
　見学会に引き続き行われた祝賀会では応援団からエール
が贈られ、学生も多数参加しての賑やかな祝賀会となりま
した。 
　また、11 月 9日（水）から 13日（金）をオープニングウィ
ークとし、全学的教育を担う上記 5 部局や、学生の企画に
よるイベントを開催した。各イベントには留学生を含む多
くの学生・教職員の参加を得て、活発な対話・交流が生ま
れ、日々の研究・学習・課外活動の成果を発表する機会と
なった。今後も学生が集い、自主的な学びの場、対話と交
流の場として親しまれることを期待されます。 

（大学教育実践センター） 
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ステューデント・コモンズ 
オープニングウィーク 

第2回 
適塾講座開催 

　大学教育実践センターでは、11 月 9日（月）～ 13日（金）を
ステューデント・コモンズ　オープニングウィークとし、
全学的教育を担う関係部局（大学教育実践センター、留学
生センター、コミュニケーションデザイン・センター、グ
ローバルコラボレーションセンター、学際融合教育研究セ
ンター）や、学生の企画によるイベントを開催しました。 
　大学教育実践センター企画では、毎日昼休みに開催して
いる「ひとこといちば」のスペシャルとして、小泉理事、

高杉理事、工藤センター長にご登場いただき、コーヒーを
飲みながらテーブルを囲んで、和やかに雑談を楽しみまし
た。 
　イベントに参画した部局は、いずれも大阪大学が掲げる
3 つの教育目標である「教養」「国際性」「デザイン力」を
総合的に追求する教育活動を展開すべく、実践センター教
育研究棟Ⅰに集結したもので、オープニングウィークには
日頃の活動の成果を広く学生と共有するイベントを開催し、
多くの学生の参加がありました。 
　また、学生主催のイベントも多彩で、11 月 9 日・10 日
は美術部の作品が玄関を彩った他、大学コンソーシアム大
阪「ミナミ CLEAN プロジェクト」が企画した「危機！大
阪ミナミの薬物汚染」は薬物の恐ろしさを強く訴えるもの
となりました。この他、カフェスタイルやロールプレイン
グ形式のイベントが多く開催され、留学生を含む多くの学
生・教職員の参加を得て、活発な対話・交流が生まれまし
た。 
　今後も学生が集い、自主的な学びの場、対話と交流の場
として親しまれることを期待します。 

（大学教育実践センター） 

　第 2 回適塾講座が、9 月 1日（火）、10 月 6日（火）及び 11
月 10日（火）に大阪大学中之島センターにおいて開講され
ました。 
　この講座は、適塾顕彰事業の一環として、洪庵と塾生の
足跡をたどり、適塾が果たした歴史的役割を考えるため、
昨年から開講しているものです。 
　今回は、「江戸時代の大坂と適塾」をテーマに、適塾記

念会評議員の村田路人文学研究科教授のコーディネイトの
もと、海原亮住友史料館研究員が「江戸時代大坂の医療環
境と適塾」、今井修平神戸女子大学教授が「江戸時代の大
坂町人社会と適塾」、そして村田教授が「大坂町奉行所支
配と適塾」と題してそれぞれ講演を行いました。 
　受講生は毎回熱心に聴講し、活発な質疑応答が行われ、
最終日には受講生に対し修了証書が渡されました。 

（企画部広報・社学連携事務室） 
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キャンパスニュース 

　今年度の適塾記念講演会が適塾記念会との共催で、11
月 16日（月）に大阪大学中之島センター佐治敬三メモリアル
ホールにおいて開催されました。 
　当日は、鷲田清一総長（適塾記念会会長）からの挨拶に
始まり、平野俊夫医学系研究科長・医学部長が「免疫にと
っての自己とは？その可塑性」、また、桃木至朗文学研究

科教授が「日本史と世界史をつなぐ－阪大史学の挑戦－」
と題してそれぞれ講演を行いました。 
　約 90 名の受講者が熱心に聴講し、終了後も活発な質問
が出るなど、大変盛況な講演会となりました。 

（企画部広報・社学連携事務室） 

公開講座フェスタ2009開催 

　大阪大学・適塾記念会が参画する HSN（阪神奈大学・
研究機関生涯学習）ネットと大阪府との共催で行う市民向
け文化・生涯学習講座「公開講座フェスタ 2009」が、11
月 4日（水）から 11 月 21日（土）まで、「生きる力－ひと、ま
ち、文化の新たなつながりを求めて－」をメインテーマに

「さいかくホール」（大阪府新別館北館 1 階）において開催
されました。 

　本学と適塾記念会は、11 月 20日（金）に「私たち・社会
と微生物」と題して木下タロウ免疫学フロンティア研究セ
ンター教授が講演を行いました。 
　講演では、インフルエンザ問題から「事業仕分け」に至
るまで、受講者の興味を引く内容で、皆が熱心に聴講し、
大変盛況な講座となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（企画部広報・社学連携事務室） 

平成21年度 
適塾記念講演会開催 
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キャンパスニュース 

　文学研究科・文学部では、11 月 26日（木）に性差別問題
委員会主催による教員を対象とした研修会「セクシュアル・
ハラスメントを防止するために―大阪大学の現状と対策－」
を開催しました。学生・教職員が安心して教育研究や職務
に専念できる環境を確保することは大学の責務ですが、文
学研究科・文学部では毎年教職員や学生を対象として研修
会や説明会を行っています。 
　本年度の秋の研修会は、大阪大学セクシュアルハラスメ
ント相談室・専門相談員の中野冬美氏をお招きし、文学研
究科大会議室を会場としてご講演いただきました。講演は、
セクシュアル・ハラスメントとは、職場や勉学の場での権
力関係によって起こるものであり、言動の受け手がそれを
不快に感じるかどうかで決まるという基本的な説明から始
まり、相談を受けたらどうすればよいか、という具体的な
対応策まで含めた、大変わかりやすく示唆に富む内容でし
た。 
　相手が嫌だと言わなければ合意だと勝手に誤解したり、
たいしたことないと見て見ぬふりをすることがハラスメン
トを生み出す土壌となるだけでなく、それ自体が性暴力で
あること、人のからだと心に土足で踏み込む性暴力は決し

て許されるものでないことを確認し、防止に向けたさらな
る取り組みについて議論しました。 
　また、本研修会に合わせて 11 月 16日（月）から 27日（金）
まで、同委員会では「セクシュアル・ハラスメント防止キ
ャンペーン」を実施し、これまでに作成した「セクハラは
やめよう！！」パンフレットや、「ストップ・セクシュア
ルハラスメント」マグネットなども活用して、きめ細かな
対策に努めています。 

（文学研究科・文学部） 

　障害学生支援室では、障害に関わる事柄をより身近な問
題として考え直す機会を提供することを目的に『障害学生
支援室カフェ』を開催しています。このたび、11月27日（金）

にステューデ
ント・コモン
ズにおいて、
障害学生支援
室カフェ第 4
回『“モコゲ
ーム”で学ぼ
う：聞こえな
い立場の疑似
体験ゲーム』
を開催しまし
た 。 参 加 者
は、学生9名、
教職員 5 名、
学外の方 6 名
の 20 名です。
今回のカフェ
マスターは、
モコゲームの

開発者であるモコクラブ代表の原田美藤（はらだ みふじ）
さんが務めて下さいました。 
　カフェのタイトルにもあるモコゲームとは、聴覚障害の
ある人の立場を疑似体験し、聴覚障害のある人が経験する
困難への理解を深めることを目的としたゲームです。その
ルールはただひとつ「音声を使わないこと」。参加者は数
名のグループに分かれ、「病院」「えき」「レストラン」と
いう様々な生活場面におけるコミュニケーションを音声な
しで行います。各場面には手話や身ぶりで応対する学生ス
タッフが配置され、参加者は彼らを相手に質問に答えたり、
切符を買ったりしなければいけません。モコゲームでは、
こうした状況を通じて、コミュニケーション手段という点
でマイノリティとなりがちな聴覚障害者の置かれる立場を
考えるきっかけを提供します。 
　参加者のアンケートには、音声を使わずに手話で話しか
けてくる学生スタッフに対応しなければならない状況に戸
惑いを覚え、自分たちが当たり前としているコミュニケー
ションのあり方を見直す機会となったという感想が書かれ
ていました。カフェではモコゲームだけでなく、聴覚障害
のあるお子さんをお持ちの原田さんの体験や思いも語られ、
参加者は熱心に聞き入っていました。 

（学生部キャリア支援課） 

文学研究科・文学部 
セクシュアル・ハラスメント防止のための研修会 

障害学生支援室カフェ 
『“モコゲーム”で学ぼう：聞こえない立場の疑似体験ゲーム』開催 

モコゲームの様子 
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キャンパスニュース 

　人権問題に関する講演会が、12 月 1日（火）に大学教育実
践センター共通教育講義棟C－102号室で開催されました。
本学では、人権問題啓発行事の一環として、例年 7 月と 12
月に講演会を開催しており、12 月は人権週間にあわせて
開催したものです。 
　今回は、女性問題をテーマとして、講師に女性と仕事研
究所代表　金谷千慧子氏を迎え、「就職活動とキャリア開
発における男女平等－女子学生の意識と企業の視点－」と
題してご講演いただきました。 
　講演会では、女性が働きやすい職場環境や女性の管理職
数の世界順位についてなど、様々な視点からお話いただき、
当日参加した約 80 名の教職員・学生は最後まで熱心に聴
講し、人権問題に関する認識を深めました。また、講演終
了後には活発な質疑応答が行われ大変有意義な講演会とな
りました。 

（総務部総務課） 

人権問題に関する講演会開催 
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表彰等 

　平成 21 年 10 月 27日（火）、文部科学省は今年度の文化勲
章受章者と文化功労者を発表しました。その中で、免疫学
フロンティア研究センター（Immunology Frontier Research 
Center; IFReC）拠点長の審良静男教授が元横綱大鵬の納
谷幸喜氏、小説家の宮尾登美子氏ら 14 人とともに、文化
功労者に選ばれました。 
　審良教授は 56 歳という今回の受賞者の中では最も若い
年齢での文化功労者選定となります。文部科学省はその選
考理由として、トル様受容体（Toll-like Receptors; TLRs）
をはじめとする数々の分子機能の解析により自然免疫シス
テムの重要性を明らかにしてきたことをあげました。 
　免疫とは生物が外敵から体を防御するために持っている
機能です。免疫はおおまかに自然免疫と獲得免疫の二つに
分けられます。1990 年代後半までは獲得免疫の研究が重
要と考えられ、研究対象の中心になっていました。これに
対し、審良教授の研究グループは病原体感染の初期に働く
自然免疫システムの働きを明らかにしてきました。特に哺
乳動物で 10 種類ほど存在する TLRs 分子群の多くがそれぞ
れどのような病原体の体内侵入を認識するのか、さらにど
のように獲得免疫への橋渡しをして生体防御を行うかを明
らかにしてきた功績は、きわめて大きなインパクトを持つ
ものです。 
　審良教授の研究は、それまで原始的な防御システムと考
えられてきた自然免疫の重要な働きを明らかにし、従来の
免疫学の教科書の書き換えさえも迫るほどです。このよう
な際だった業績により、審良教授の論文被引用数は世界の
すべての科学者の中で最高レベルに達しています。 
　大阪大学の現役教員が文化功労者に選ばれるのは、2001
年の長田重一教授（当時医学系研究科）以来のことです。
審良教授の師にあたる岸本忠三生命機能研究科教授（元大

阪大学総長、後に文化勲章も受章）、さらに岸本教授の師
である山村雄一元総長もかつて文化功労者に選定されてい
ます。この三代に渡る選出からも、大阪大学の免疫学研究
が高く評価されていることが裏付けられています。 

（免疫学フロンティア研究センター） 

審良静男教授文化功労者に選出 
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表彰等 

　工学研究科電気電子情報工学専攻森田清三教授が第 15
回 2009 年度榊特別賞を平成 21 年 9 月 29 日に日本学術振興
会マイクロビームアナリシス第 141 委員会から授与されま
した。榊特別賞は日本の大学として初めて透過型電子顕微
鏡を設置して戦前の国産電子顕微鏡開発委員会でも活躍（名
古屋大学の超高圧電子顕微鏡研究の歴史）した名古屋大学
電気学科名誉教授・豊橋技術科学大学初代学長・榊　米一
郎（さかき　よねいちろう）先生を記念して作った賞［榊
特別賞、榊賞、榊奨励賞、榊功績賞］の最高峰の賞です。
賞の授与はマイクロビームアナリシス第 141 委員会第 137 
回研究会［名城大学 名駅サテライトキャンパス（MSAT）］
の授与式の場で榊 米一郎先生（96 歳）から直接行われま
した。 

（参考） 
　マイクロビームアナリシス第 141 委員会 
　http://jsps141.surf.nuqe.nagoya-u.ac.jp/ 

（工学研究科・工学部） 

第15回2009年度榊特別賞受賞 

 秋の叙勲 

 
　平成 21 年度の秋の叙勲が発表され、本学関係の受章者は次の方々です。 
 

大阪大学名誉教授（元細胞生体工学センター教授）　　　松　原　謙　一　　瑞宝重光章 
大阪大学名誉教授（元理学部教授）　　　　　　　　　　中　村　　　晃　　瑞宝中綬章 
大阪大学名誉教授（元法学部長）　　　　　　　　　　　久　貴　忠　彦　　瑞宝中綬章 
大阪大学名誉教授（元理学部教授）　　　　　　　　　　池　田　信　行　　瑞宝中綬章 
大阪大学名誉教授（元言語文化研究科長）　　　　　　　奥　田　博　之　　瑞宝中綬章 
大阪大学名誉教授（元たんぱく質研究所長）　　　　　　勝　部　幸　輝　　瑞宝中綬章 
大阪外国語大学名誉教授（元外国語大学附属図書館長）　貝　田　　　守　　瑞宝中綬章 
元大阪大学歯学部附属病院診療放射線技師長　　　　　　角　田　　　明　　瑞宝双光章 
元大阪大学施設部施設課電話交換手　　　　　　　　　　田　中　智津子　　瑞宝単光章 

 
（総務部人事課） 
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表彰等 

　歯学研究科口腔分子免疫制御学講座口腔治療学教室の橋
川智子助教が、シンガポールで行われた 8th Asian Pacific 
Society of Periodontology Meeting（APSP）において、
Best Poster Award を受賞しました。本学会は、アジア・
オセアニアを含む環太平洋諸国で構成される国際歯周病学
会であり、本賞は、本学会において最も優れたポスター発
表を行った者に対して授与されるものです。授賞式は、8
月 29 日に本会議のレセプションで行われました。今回受
賞対象となった研究は、「Periodontal regeneration by 
transplantation of human adipose tissue derived stem cells.」
です。これは、歯周病により喪失した歯周組織を、脂肪組
織から採取した幹細胞を用いて再生させることを目指し、
ビーグル犬実験的歯周病モデルを用いてその効果を明らか
にした報告です。本研究の成果は、幹細胞移植療法を含む
次世代の歯周組織再生療法の開発に直結し、「口と歯」が
支える中高年者から後期高齢者の QOL の維持・増進に寄

与すること、そして、トランスレーショナルリサーチを通
じての臨床応用（先進医療開発）の道が開かれるものと期
待され、その内容が高く評価されました。 

（歯学研究科・歯学部） 

　歯学研究科口腔分子免疫制御学講座口腔治療学教室の村
上伸也教授が、米国ボストンで開催された第 95 回アメリカ歯周
病学会（AAP）学術大会において、R. EARL ROBINSON 
REGENERATION AWARD を受賞しました。本賞は、当該
年度において、全世界で発表された歯周組織再生に関連す
る学術論文の中で、最も高く評価されたものに対して授与
されるものです。今回受賞対象となったのは、同教室の北
村正博准教授との共同して行った塩基性線維芽細胞増殖因
子（FGF-2）を用いた新規歯周組織再生療法の有効性と安
全性を評価した臨床研究（治験）です。本研究の成果は、
日本初の新規歯周組織再生療法確立の可能性を示唆したも
のであり、その研究成果と将来性が高く評価されました。 

（歯学研究科・歯学部） 

村上教授「第95回アメリカ歯周病学会（AAP）学術大会 
R. EARL ROBINSON REGENERATION AWARD」受賞 

橋川智子助教「8th Asian Pacific Society of Periodontology Meeting 
（APSP）Best Poster Award」受賞 
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表彰等 

　大学院工学研究科マテリアル生産科学専攻（マテリアル
科学コース）結晶成長工学領域（担当：藤原康文教授）博
士前期課程 2 年野口恒太君が、第 26 回（2009 年春季）応
用物理学会講演奨励賞を受賞しました。 
　この賞は、応用物理学会の春季及び秋季の学術講演会に
おいて、応用物理学の発展に貢献しうる優秀な一般講演論
文を発表した若手会員（33才以下）に授与されるものです。 
　 今 回 対 象 と な っ た 講 演 は 、「 O M V P E 法 に よ る
InGaAs/GaAs:Er,O/GaInP DQW LDの EL 特性（著者：野
口恒太，太田祐司，土田将宏，辻尭宏，西川敦，寺井慶和，
藤原康文）」であり、エルビウム（Er）と酸素を共添加し
た GaAs を光ガイド層とした InGaAs 量子井戸レーザにお
ける発振波長と Er 発光強度との関係を調べ、量子準位と
Er の励起準位間に強い相互作用が存在することを明らか
にしたことが評価されました。 
　今回は 2009 年春季学術講演会（筑波大学）で発表され
た 645 件の申請講演から 39 名が選出されました。尚、本
研究は科学研究費補助金学術創成研究費「希土類元素添加

の精密制御による物性・機能性の開拓」（研究代表者：藤
原康文教授）と GCOE プログラム「構造・機能先端材料
デザイン教育研究拠点」（拠点リーダー：掛下知行教授）
のもとで推進されました。 

（工学研究科・工学部） 

　工学研究科マテリアル生産科学専攻の山下弘巳教授が、
光化学協会賞を受賞しました。この賞は光化学の研究にお
いて顕著な業績をあげた者に与えられるものであり、今回
対象となったのは、「ナノ構造制御した光触媒・光化学反
応システムの設計と局所構造解析」の業績が評価されたた
めです。 
　山下教授は、環境浄化・エネルギー変換・環境調和型反
応を目的とするナノ構造制御した新しい光触媒・光化学反
応システムの設計と各種分光法を駆使した局所構造の精密
解析を手掛け、新規な光触媒と光化学反応場の設計を行っ
てきました。特に、ゼオライト・メソポーラスシリカのナ
ノ細孔や薄膜界面のような構造規制されたナノ反応場を利
用することで、特徴ある光触媒・光化学反応の制御を実現
しています。その成果は、新たな光触媒・界面光機能材料
の設計に有意義な指針を与え、固体表面の光化学の発展に
貢献しました。授賞式は 9 月 17 日に桐生市で開催された
光化学協会総会後に行われ、受賞講演は来年 9 月に千葉市
で開催される 2010 年光化学討論会において行われる予定
です。 

（工学研究科・工学部） 

山下弘巳教授「光化学協会賞」受賞 

野口恒太君　第26回（2009年春季）応用物理学会講演奨励賞受賞 
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　基礎工学研究科　物質創成専攻　物性物理工学領域　電
子相関物理博士前期課程 1 年の塩田陽一君が、2009 年 3 月
30 日～ 4 月 2 日に開催された（社）応用物理学会主催の平
成 21 年春季「第 56 回応用物理学会学術講演会」において
発表をし、第26回応用物理学会講演奨励賞を受賞しました。 
　この賞は、本学術講演会において最も優れた口頭発表を
行った者に対して授与されるものです。授賞式は、平成
21 年 9 月 8 日に開催された平成 21 年秋季「第 70 回応用物
理学会学術講演会」にて行われました。 
　受賞対象となった研究は、「超薄膜 Fe 合金 /MgO 接合
における電圧誘起磁化反転」です。この研究は、強磁性金
属の数原子層に電界を印加し、電界による磁化方向の制御
に関する報告です。この研究では、室温で Au/ 超薄膜
Fe80Co20合金 /MgO/ ポリイミド /ITO 接合において電圧に
よる超薄膜 Fe80Co20の垂直磁気異方性の変化の観測に成功
しました。さらに垂直磁化膜領域においてアシスト磁界下
での磁化反転の観測にも成功しました。磁化方向を電界で

制御することは、低消費電力性を有するデバイスの実現に
繋がり、将来固体磁気メモリーなどへの応用が期待できる
ので、今後の発展が期待できます。 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 

　基礎工学研究科　物質創成専攻　物性物理工学領域　博
士後期課程 3 年の松本利映さんが、スピントロニクス分野
で最も権威ある国際会議の一つである 20th International 
Colloquium on Magnetic Films and Surfaces（ICMFS）に
おいて、Best Student Poster Award を受賞しました。 
　この賞は、本国際会議において最も優れたポスター発表
を行った学生に対して授与されるものです。授賞式は 7 月
24日（金）、本国際会議のClosing Sessionにて行われました。 
　受賞対象となった発表は「Sp in - t o rque - i nduced  
precession in fully-epitaxial Fe/MgO/Fe（001）magnetic 
tunnel junctions」です。この発表は、スピントルク磁化反
転とスピントルク自励発振を示す高品質エピタキシャル
Fe/MgO/Fe（001）- magnetic tunnel junction（MTJ）素子
の作製に世界で初めて成功したこととその特性を報告した
ものです。従来はテキスチャ構造を持つ CoFeB/MgO/ 
CoFeB-MTJ 素子で精力的にスピントルクの詳細な物理機
構を解明するための研究がなされてきていましたが、不均
質な結晶構造がその理解を難しくしていました。本研究に
より、原子層レベルの平坦性と明瞭な結晶磁気異方性をも
つエピタキシャル MTJ 素子がスピントルクの物理を研究
する上でのモデル系として機能することが実証され、スピ

ントルクの詳細な物理機構を理解するための道が拓かれる
こととなりました。本研究の先駆性と、MTJ 素子の伝導
特性を踏まえたスピントルク自励発振特性の考察が高く評
価されました。 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 

塩田陽一君　平成21年春季「第56回応用物理学会学術講演会」で 
第26回応用物理学会講演奨励賞を受賞 

松本利映さん　国際会議「ICMFS」でBest Poster Awardを受賞 
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　蛋白質研究所の篠原彰教授（蛋白質高次機能学研究部門）
が、第27回（平成21年度）「大阪科学賞」を受賞しました。 
　同賞は、大阪府、大阪市および財団法人大阪科学技術セ
ンターの 3 者が大阪 21 世紀計画のスタートにあわせ昭和
58年度に創設されたもので、創造的科学技術の振興を図り、
21 世紀の新たな発展と明日の人類社会に貢献することを
目的として、科学技術の研究・開発に貢献した第一線の方々
に贈呈されます。 
　篠原彰教授は、「生物の多様性を育む DNA の交換の仕組
みの解明」の業績が評価され、受賞となりました。 
　篠原彰教授は組換えに関わる重要な発見を数多く行い、
国際的にも高い評価を得ています。今後の研究が進むこと
により、病気の原因となる悪い遺伝子を正常な遺伝子に置
換える（究極の）遺伝子治療の開発や、流産や異数体病（ダ
ウン症など）の原因の解明に光明を見出すことが期待され
ています。 

　表彰式・記念講演は 11 月 2日（月）に、大阪科学技術セン
ター大ホールにおいて行われました。 

（蛋白質研究所） 

　大学教育実践センターでは、11 月 9日（月）にステューデ
ント・コモンズにおいて平成 21 年度第 1 学期大阪大学共
通教育賞表彰式を行いました。 
　この大阪大学共通教育賞は、全学共通教育の授業を担当
する本学教員及び非常勤講師を対象として、優れた授業を
実践した教員、優れた教科書等を著した教員、優れた著述
を行った教員、並びに全学共通教育の実施運営に顕著な功
労のあった教員を表彰することによって、共通教育の質的
向上を図ることを目的に平成 14 年度に制定されたもので、
今回が 15 回目の表彰となりました。 
　また、同一カテゴリーで 5 回目の受賞は、大阪大学共通
教育賞特別賞として表彰いたしました。 
　この顕彰制度が教育評価の先駆的な試みとして、本学の
教育の発展に寄与できることを願うものです。 
　大阪大学共通教育賞の選考は、全学の教員及び学生を対
象に行ったアンケート結果に基づき、選考委員会において、
教育上の多大な努力や優秀な教育技術等を総合的に評価し
た結果、15 名の教員が選出されました。 
　表彰式では、この後行われるステューデント・コモンズ
開設記念式典に出席予定の大阪大学名誉教授や教職員、学
生が注目するなか、鷲田総長から表彰状と記念品の授与が
行われ、参列者一同、受賞者を祝福しました。 

（大学教育実践センター） 

大阪大学共通教育賞表彰式挙行 

篠原彰教授「大阪科学賞」受賞 

平松邦夫大阪市長から表彰を受ける篠原彰教授 
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　基礎工学研究科システム創成専攻社会システム数理領域
博士前期課程 2 年の見坂卓郎君が、国際会議 International 
Symposium on Nonlinear Theory and its Applications（NOLTA 
2009）において、Best Student Paper Award（Gold Prize）
を受賞しました。 
　この賞は、本国際会議において最も優れた論文発表を行
った学生に対して授与されるものです。受賞対象となった
発表「Control of Selfish Routing Based on Replicator 
Dynamics with State-Dependent Tax」は、コンピュータネ
ットワークにおける利己的なユーザによって引き起こされ
た非効率なフローを、仮想的な遅延を各経路に課すことに
よって解消する手法を報告したものです。アンビエントネ
ットワークを実現する上で，より効率的にフローを制御す
る手法の開発が望まれています。今回の発表では、本研究
の先駆性と、その詳細なシミュレーションが高く評価され
ました。 
　また、同所属　博士前期課程 1 年の日紫喜 徹也 君が「A 
Novel Resonate-and-Fire-type Digital Spiking Neuron and its 
Bifurcation Analysis」の題目で発表を行い、Student Paper 
Award（Silver Prize）を受賞しました。この発表は神経補

綴を目的とした神経細胞の新しい回路モデルを提案し、そ
の解析結果について報告したものです。今回の発表ではモ
デルの有用性と妥当性が高く評価されました。 
　授賞式は 10 月 21日（水）、本国際会議の Closing Session
にて行われました。 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 

見坂 卓郎 君  国際会議「NOLTA’09」でBest Student Paper Awardを受賞 
日紫喜 徹也 君  同国際会議でStudent Paper Awardを受賞 

見坂君（右）と日紫喜君（左） 

　歯学研究科顎口腔機能再建学講座（歯科理工学教室）の
松本卓也講師が、日本バイオマテリアル学会科学奨励賞を
受賞しました。 
　この賞は、バイオマテリアルに関する優れた研究論文を
発表している、40 才未満の研究者に贈られる賞です。今
回の受賞は、「物理的刺激を応用した三次元ゲル内での細
胞操作」に関するものであり、持続的伸展によるフィブリ
ンゲル内部トポグラフィーの制御と、そのトポグラフィー
を利用した、材料内での細胞三次元パターニング、さらに
は、刺激変化によるゲル内細胞の機能制御を示したもので
す。医療応用、特に細胞操作における、ゲルマテリアルの
新しい可能性を示したことが高く評価されました。 
　授賞式ならびに受賞記念講演は、11 月 16日（月）、京都
で開催された第 31 回日本バイオマテリアル学会大会にて
行われました。 

（歯学研究科・歯学部） 

松本卓也講師「日本バイオマテリアル学会　科学奨励賞」受賞 



60

表彰等 

　生命機能研究科細胞ネットワーク講座／医学系研究科生
化学・分子生物学講座の米田悦啓教授が、平成 21 年度日
本医師会医学賞を受賞した。授賞式は、平成 21 年 11 月 1
日（日）日本医師会館で行われた。日本医師会医学賞（Medical 
Award of The Japan Medical Association）は日本医師会会
員で、医学上重要な業績をあげた研究者に授与される。毎
年、基礎医学・社会医学・臨床医学を通じ計 3 名に授与さ
れる。米田教授は基礎医学部門での受賞であり、受賞テー
マは、「核―細胞質間蛋白質輸送機構の解明と高次生命機
能研究への展開」である。また、本年は、社会医学部門と
しては、岸玲子教授（北海道大学）が、臨床医学部門とし
ては、波利井清紀教授（杏林大学）が受賞した。本学関係
の受賞者としては、岸本忠三前総長、垂井清一郎名誉教授

（平成 2 年）、北村幸彦名誉教授（平成 6 年）、松澤佑次名
誉教授（平成 12 年）、谷口直之名誉教授（平成 13 年）、平
野俊夫医学系研究科長（平成 17 年）らが名を連ねており、
米田教授は 12 人目である。米田教授は、核―細胞質間蛋
白質輸送メカニズム研究における世界の第一人者として、
importin alpha/beta などの核輸送因子の発見など、生命科
学史に残る重要な発見や、新しい概念の提唱などを通して、

核蛋白質輸送の基本メカニズムの理解に大きく貢献してき
た。さらに、自らの研究成果に基づき、細胞分化、発生、
ストレス応答、細胞がん化などの複雑な高次生命現象の理
解に向けた、独自の視点でのユニークな研究を展開してお
り、生命科学の新しい分野の開拓に貢献している。 

（生命機能研究科） 

米田悦啓教授「平成21年度日本医師会医学賞」を受賞 
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新教授紹介 

【略歴】 
　昭58.  3　九州大学文学部（地理学専攻）卒業 
　　61.  3　九州大学大学院文学研究科修士課程（史学専攻）修了 
　　61.  4　佐世保工業高等専門学校助手 
　　63.  4　佐世保工業高等専門学校講師 
　平  2.10　島根大学法文学部講師 
　　  5.  7　島根大学法文学部助教授 
　　11.  4　大阪大学大学院文学研究科助教授 
　　19.  4　大阪大学大学院文学研究科准教授 
　　21.  2　博士（文学）の学位授与（九州大学） 
　　21.11　大阪大学大学院文学研究科教授 

堤　　　研　二　（つつみ　けんじ） 大学院文学研究科 

【略歴】 
　昭57.  3　神戸大学医学部卒業 
　　57.  4　神戸大学医学部（内科学第三講座）において研究に従事 
　　57.  7　医員（研修医）（神戸大学医学部附属病院） 
　　58.  7　住友病院医員（研修医）（～S59.3.31） 
　　63.  3　神戸大学大学院医学研究科博士課程修了 
　　63.  4　神戸大学助手医学部 
　平元.  2　医学博士（神戸大学） 
　　  4.  6　神戸大学講師医学部 
　　  4.  7　米国カリフォルニア大学サンフランシスコ校医学部客 
　　　　　 員研究員 
　　  6.12　広島大学教授医学部 
　　14.  4　広島大学教授大学院医歯薬学総合研究科 
　　20.  4　広島大学大学院医歯薬学総合研究科副研究科長 
　　21.12　大阪大学教授大学院医学系研究科 

菊　池　　　章　（きくち　あきら） 大学院医学系研究科 

所　　属：大学院医学系研究科生化学・分子生物 
　　　　　学講座（分子病態生化学） 
専門分野：生化学、分子生物学 

所　　属：大学院文学研究科文化形態論専攻人文 
　　　　　地理学講座 　 
専門分野：社会経済地理学 
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第3回　神戸大学・京都大学・大阪大学連携シンポジウム 
―バイオテクノロジーによる持続可能な社会構築― 

　本学の優れた研究成果を国内外に発信する英文研究年報「ANNUAL REPORT OF OSAKA 
UNIVERSITY-Academic Achievement- 2008-2009」を平成 21 年 11 月に刊行しました。平成 12
年の創刊以来、第 10 巻目の刊行となります。本誌は、全学の研究者からの応募論文のうち、
人文・社会系、理学系、工学系、及び生物系の各分野から選ばれた論文 100 編を掲載し、そ
の中でも特に優れた論文として論文 10 選、視覚的に読者の興味・関心を惹きつける論文とし
てグラフィックス 24 選をとりあげています。 
　教員の方にはすでに 1 部ずつ配布していますが、追加を希望される場合は所属部局の事務
部または国際部国際連携課国際連携係（内線 9572）までお知らせ下さい。 
　また、大阪大学ホームページにも、今後掲載する予定ですので、そちらも併せてご覧ください。 
　http://www.osaka-u.ac.jp/ja/research/report.html 

（国際部国際連携課） 

　平成 19 年度から、大阪大学、京都大学、および神戸大学の三大学が連携して、各分野にお
ける世界に通用する人材の育成し、将来、関西の知的創造拠点を形成することを目指して、
国際シンポジウムを開催しております。 
　昨年度は「防災・減災」分野を対象とした大学間連携による高度人材育成に関するシンポ
ジウムを行いましたが、今年度は環境に焦点を合わせた「バイオテクノロジーによる持続可
能な社会の構築」をテーマに取り上げ、下記のとおり開催いたします。 
【テーマ】バイオテクノロジーによる持続可能な社会構築 
【日　時】平成 22 年 1 月 20 日（水）10：00 ～ 17：55 
【場　所】大阪国際会議場 12 階特別会議室（大阪市北区中之島 5 － 3 － 51） 
※プログラムの詳細・参加登録等はシンポジウムホームページ（http://www.3univ.jp/）をご

覧ください。 

「ANNUAL REPORT OF OSAKA UNIVERSITY 
-Academic Achievement- 2008-2009」刊行のお知らせ 

　第 2 回目を迎える今年のシンポジウムは、環境問題に関わる大学の役割や“まち育て”の観点もからめながら、“大阪弁”
＝生活者のことばで、“かんきょう”についてじっくり市民と専門家が語り合う場にしたいと考えています。司会進行には
毎日放送アナウンサーの西靖さんを迎え、落語家の桂吉弥さんにも参加いただき、楽しい落語も披露していただきながら、
市民の代表としてもタウンホールミーティングにご参加いただく予定です。皆様のご参加をお待ちしています。 
■主　　催：大阪大学 21 世紀懐徳堂 
■会　　場：大阪大学中之島センター 10F　佐治敬三メモリアルホール 
　　　　　　〈大阪市北区中之島 4 － 3 － 53　TEL  06 － 6444 － 2100　http://www.onc.osaka-u.ac.jp〉 
■日　　程：平成 22 年 1 月 24 日（日） 
　時　　間：13 時 00 分～ 17 時 30 分（開場：12 時 30 分） 
■参加対象：一般市民、学生 
■参 加 費：無　料（要申込） 
■募集人数：180 人（先着順） 
　プログラム・申し込み方法等の詳細は大阪大学 21 世紀懐徳堂ホームページ http://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/ をご参照
ください。 

第2回大阪大学21世紀懐徳堂シンポジウム 
“大阪弁” で語り合う “かんきょう”！？ 
地域と大学が一緒に考える“まち育て” partⅡ 
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ひるぜんセミナーハウスは、研修・セミナー等の施設として設置されております。 

場所は、岡山県の蒜山高原にあり、自然に囲まれた絶好の場所に位置しています。 

さわやかな新緑、燃えるような紅葉、真っ白な雪景色……、気候がよいときは、屋外でジンギスカンが楽しめます。 

四季を通じてご利用いただけますので、研究室のセミナー旅行、ご家族・グループでの観光等にご利用ください。 

◆　利用範囲： 

 
 
 
 
 
◆　予約受付： 

　　利用開始日の※ 3ヶ月前から 
　　〔学生の方は、平成 22 年 1 月から予約受付〕 
　　利用願を使用予定日の 2 週間前までに提出 
　　 ※利用開始日の 3ヶ月前の同一日。同一日が休業日の場合は 
　　 　翌業務日 
◆　利用申込み：メールによる申込みに変更 
　　　　　　　　〔平成 22 年 1 月から〕 
　　申込み先：総務部総務課総務係 
　　e-mail：soumusoumusoumu@ns.jim.osaka-u.ac.jp

◆　利用料金： 

 
 
 
 
 
 
◆　宿泊室：利用定員　17人 

　　◇和室 6 畳 3 室 ：各 2 名 
　　◇和室 8 畳 1 室 ：　 3 名 
　　◇和室10畳 2 室 ：各 4 名 

蒜山高原の自然を満喫　ひるぜんセミナーハウス 
平成22年4月から学生の方のみによる利用開始！ 

問い合わせ：大阪大学総務部総務課総務係 

　　　　　　〒565-0871　吹田市山田丘1－1　電話：06－6879－7014（内線　吹3006） 

　　　　　　e-mail：soumusoumusoumu@ns.jim.osaka-u.ac.jp

※ひるぜんセミナーハウスの概要については、阪大NOW10月号（ホームページ）をご覧ください。 

◆所　在　地： 
　　岡山県真庭市蒜山上福田921－3 
　　（米子自動車道蒜山 ICから約5分） 
　　　TEL   0867－ 66－3096 
◆休　館　日： 
　　毎週水曜日及び年末年始 
　　（12月29日～1月3日） 
　　※火曜日と12月28日は宿泊できません。 

利用範囲 利用者の内訳 

学生、教職員 
1　本学の学生及びその同伴者 
2　本学の職員及び同伴者 
3　1・2 以外で総長の承認を得た 

区　分 備　　考 

朝　食 
夕　食 
利用料 

利用料 

400 円 
1,100 円・1,500 円 

1,000 円 

 

 

2日目以降700円  H22.4から 
※夕食については、定食、ジンギスカン、寄鍋（冬季限定）1,100 円 
　焼肉、かに鍋（冬季限定）1,500 円が選べます。 
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大阪大学環境報告書2009　ダイジェスト 

　大阪大学環境報告書 2009 は、2008 年度の教育研究活動に伴う環境負荷の状況や環境配慮の取り組みについて公表するも
のです。ここでは本報告書をダイジェストで紹介します。なお、大阪大学環境報告書は大学公式 HP の法人情報の公表ペー
ジに掲載しています。（http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/information/joho） 

■2008年度の環境目標と実績 

 ◆電力使用量について 

　2008 年度の電力使用
量は 2007 年度に比べ、
約 2％増加しました。
原単位当たりの使用量
については、吹田キャ
ンパスで 0.7％の増加、
豊中キャンパスで 1.7
％の削減となっていま
す。 

 ◆ガス使用量について 

　2008 年度のガス使用
量は 2007 年度に比べ
て増加しました。ガス
は大部分を空調に使用
しており、新しい研究
棟の整備等により空調
面積が増えたことによ
り増加したと考えられ
ます。 

 ◆紙購入量について 

　2008 年度のリサイク
ル率は 99.4％で、環境
負荷を低減する努力を
行っています。 
 

◆CO2排出量について 

　2008年度から通年で、
箕面キャンパスの排出
量が加わったことと、
電力会社の CO2排出係
数が増大したことによ
り、温室効果ガス（CO2）
排出量は増加しました。 
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■様々な取り組み 
◆耐震改修 

 　新耐震基準（昭和 56 年建築基準法改正）以前に建設された建物で、耐震性能が劣ると判断された建物について、第 2 次
国立大学等施設緊急整備 5 か年計画（文部科学省）において示された整備方針に基づき、耐震改修整備を進めています。 
　2008 年度は、総合図書館、理工系図書館、工学部管理棟、産研第 1 研究棟、蛋白研本館の耐震改修を実施し、安全・安
心な教育研究環境の整備に努めています。 
 
◆学生、教職員の健康を守るために実験室の作業環境の測定を実施しています 

　大阪大学では、化学物質に携わる研究に従事する学生、教職員の化学物質による癌、皮膚炎、神経障害その他の健康障害、
有機溶剤などによる中毒を予防するために、法律（労働安全衛生法　特化則第 36 条、有機則第 28 条）に従って、作業環
境の測定を行なっています。測定は専門機関により実施され、定められた評価に基づき相当する措置を講じています。 
  
◆シンポジウム「低炭素社会を目指す環境まちづくり」開催 

　サステイナビリティ・サイエンス研究機構（RISS）は 1 月
15 日、大阪大学中之島センター 10 階の佐治敬三メモリアル
ホールで、シンポジウム「低炭素社会を目指す環境まちづく
り」～まちづくり編～『低炭素社会を展望する環境都市づく
り』を開催しました。 
　参加者は 140 人にのぼり、最後には低炭素社会を目指す環
境まちづくりに向けた宣言文（案）が発表され、非常に意義
深い機会となりました。 
 
◆新たな障害者雇用への取り組み－障害者雇用促進法に基づく障害者雇い入れ計画の推進　 

　「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき、障害者の雇用に積極的に取り組んでいく必要があります。 
　その取り組みの一つとして、14 名の知的障害者の方を用務補佐員として採用しました。また、これらの方々の業務が円
滑に行われるようにするため、一緒に作業を行いながら支援を行う非常勤職員を 6 名別途採用しています。支援にあたる
人たちといくつかのチームに分かれて、吹田キャンパスのメインストリートを中心とした清掃業務等を行っています。 
 
◆緑のデザイン賞「緑化大賞」を受賞　 

　豊中キャンパス東口環境整備計画が第 19 回「緑のデザイン賞」の「緑化大賞」に選ばれました。この賞は、地域社会の
質的向上を目指し、全国から新たに提案される緑化プランを募集し、優秀なプランに対してその実現のための助成を行う
ために設立されたものです。 
　平成 21 年 3 月にスロープとその周辺
部分が完成し、その後豊中市によって
隣接する斜面部分の公園的整備が行わ
れる予定です。 
　今回の受賞により大阪大学で整備を
行う植栽の一部が助成されることとな
りました。 

　環境報告書をダイジェストで紹介しましたが、エネルギー使用量は年々増加傾向にあります。報告書をご覧頂き、

大阪大学の現状について認識し、環境負荷低減に向けた取り組みへの積極的なご参加をお願いします。 
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記　　念　　講　　義 

部局（講座・部門等） 氏　　名 日　時・場　所 講　義　題　目 

 

文学研究科（英米文学） 

 

 

文学研究科（演劇学） 

 

理学研究科 

（化学専攻・物理化学講座） 

 

理学研究科 

（化学専攻・学際化学講座） 
 

医学系研究科 

（外科系臨床医学専攻器官制御 

　外科学講座泌尿器科学教室） 

医学系研究科保健学専攻  

（医療技術科学分野 

　医用物理工学講座）  

医学系研究科 

（内科系臨床医学専攻内科学講座呼 

　吸器・免疫アレルギー内科学教室） 

歯学研究科 

（口腔分子免疫制御学講座 

　予防歯科学） 

歯学研究科 

（顎口腔機能再建学講座 

　歯科理工学） 

薬学研究科 

（応用医療薬科学専攻 

　神経薬理学分野） 

工学研究科 

（環境・エネルギー工学専攻 

　環境システム学講座）　 

基礎工学研究科 

（物質創成専攻未来物質領域 

　微小物質ダイナミクス講座） 

言語文化研究科 

（言語文化比較交流論講座） 

 

言語文化研究科 

（言語文化システム論講座） 

平成22年2月23日（火） 
14時40分～16時30分 
文法経講義棟4階  文41番教室 
平成22年3月4日（木） 
16時～18時 
総合図書館6階  図書館ホール 

平成22年3月9日 
理学部大講義室（D501） 
 
平成22年3月9日 
理学部大講義室（D501）　 
 
平成22年2月15日（月） 
16時～17時30分 

（医学部A講堂） 
平成22年3月1日 
16時～17時20分 

（保健学科講義棟第1講義室） 
平成22年3月25日（木） 
16時～17時30分 

（医学部A講堂） 
平成22年3月4日（木） 
15時～16時30分 
大講義室　　　　　　　　 
平成22年2月3日（水） 
16時～ 
大講義室　　        
平成22年3月15日（月） 
14時～15時30分 
薬学研究科2号館  特別講義室（4階） 
平成22年3月10日（水） 
15時30分～17時 
工学研究科S4棟111講義室 
平成22年3月4日（木） 
15時～16時30分 
基礎工学部国際棟  ディスプレイ室 

平成22年2月23日（火） 
 16時～17時 
 
平成22年2月23日（火） 
15時～16時 

 
イギリス世紀末文学の面白さ 
 
 
禅竹序説 
 
 

「Panta Rei 化学反応に魅せられて」 
 
 

「生物無機化学 40 年と共に」 
 

アンドロロジーとは？ 
～今、取り組んでいることを中心に～ 
 

「NMR に魅せられて 42 年 
―MRI に輝く未来を感じて」 
 
 
肺がん最前線の 38 年 
 
 
予防歯科学と苦楽を共にして 38 年 
 

金属物性基礎研究から歯科臨床応用 
研究まで走り続けた 40 年 
 
 

「脳とくすり」に魅せられて 
 
 
流されて環境工学 39 年 
 

励起子とともに 40 年： 
一基礎工学者は何を見たか 
 
演劇学の視点によるギリシア・ロー 
マ演劇研究の可能性 
 
生と芸術あるいは知との親和性 
－生の新たな可能性 

玉　井　　　　 

天　野　文　雄 

笠　井　俊　夫 

鈴　木　晋一郎 

奥　山　明　彦 

藤　原　英　明 

川　瀬　一　郎 

雫　石　　　聰 

荘　村　泰　治 

馬　場　明　道 

加　賀　昭　和 

伊　藤　　　正 

木　村　健　治 

金　子　元　臣 

　平成 22 年 3 月 31 日限りで定年等により退職される教授の記念講義を、日程等が決まったものについてお知らせします。 

璋暗
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部局（講座・部門等） 氏　　名 日　時・場　所 講　義　題　目 

 

国際公共政策研究科 

 

情報科学研究科 

（マルチメディア工学専攻ヒュー 

　マンインタフェース工学講座） 

生命機能研究科 

（ナノ生体科学講座） 

 

高等司法研究科 

（法務専攻） 

 
接合科学研究所 

（スマートプロセス研究センター 

　スマートグリーンプロセス学分野） 

世界言語研究センター 

（ アジア言語文化圏研究部門Ⅰ） 

 

核物理研究センター 

（核物理研究理論部門）　 

平成22年2月18日（木） 
10時30分～12時  国際公共政 
策研究科棟  講義シアター（2階） 
平成22年1月29日（金） 
15時30分～17時 
コンベンションセンター2階会議室2 

平成22年3月16日（火） 
（銀杏会館）　 
 
平成22年1月26日（火） 
13時～14時30分 
文系総合研究棟4階  講義室401 
平成22年3月11日（木） 
15時30分～17時  
 （大阪大学荒田記念館） 
平成22年2月1日（月） 
 5限目 
 箕面キャンパスA棟305教室 
平成22年3月1日 
15時～17時 
接合科学研究所荒田記念館 

「地球人として誇れる日本をめざして 
－日米関係からの洞察と提言－」 
 

人に優しいヒューマンインタフェー 
スを目指して 
 
 
潮流に逆らって 
 
 
保証責任制限の将来 
 

環境配慮型多点一括接合にはまって 
35 年（仮） 
 
 
朝鮮近現代研究－朝鮮語文献講読－ 
 
 
パイ中間子とともに歩んで 

松　田　　　武 

岸　野　文　郎 

柳　田　敏　雄 

小　杉　茂　雄 

竹　本　　　正 

小野田　　　求 

土　岐　　　博 
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海外拠点短期語学研修最前線（後編） 
大阪大学サンフランシスコ教育研究センター長 

谷　本　親　伯（たにもと　ちかおさ） 

　2009 年 8 月現在、サンフランシスコ教育研究センターで
取り扱っている、3種類の短期語学研修プログラムのうち、
前回は、「工学英語（大学院生対象）」、「一般英語（学部生
対象）」について報告した。今回は、「歯学英語」について
報告するとともに、最後に、大学における語学、特に、英
語教育に関して、実践に基づく所見を報告したい。 
 
 
■　歯学英語 

　「歯学英語」（Dental English）は、本年度（2009 年度）
に新設したもので、正式には「米国歯科英語研修プログラ
ム」（歯学研究科責任者：天野敦雄教授）である。院生（2,3
年）・研修医の中から、積極的な意欲を最重要視して選抜
された 10 名（内、女性 4 名）が受講した。専門分野が明
瞭であり、工学英語での経験を活用して、受け入れ機関候
補先の詳細調査を行った結果、5 つの候補の中から、
Monterey Institute for International Studies（MIIS）を選ん
だ。理由は、英語研修については、「全米一」の定評を受
けていることにある。過去においても語学研修先の候補の
一つであったが、質の高い研修を提供するため、研修費用
もそれだけ高額であった。（語学研修の準備においては、
費用の抑制が常に、目的と相反する課題である。） 
　研修の主目的は、「診寮時の医師と患者との円滑な会話」
および「研究発表スキル習得」の二つである。MIIS には、
多彩な教師が控え、今回の研修には、熟練教師2名（男性・
女性）が担当した。研修初日から、ごく普通の速さで話し、
これに対して、研修生の理解を確認し、語彙の増加と円滑

な発音を訓練することから始まった。教材は、医療関係の
新聞やジャーナルの記事から抽出されたものである。モン
トレーに 3 週間という短期の研修期間中にできるだけ多く
の、一般では使用されない医科歯科分野の専門用語を研修
に含ませたいとする意図があった。担当教師が事前に、モ
ントレー地区の歯科医師会や数名の歯科医と相談し、専門
用語やジャーナルの紹介を受けて教材を選んでいる。 
　基本的な能力である「聞き取り」（Listening）、「朗読」

（Reading）、「口頭表現」（Speaking）、「英作文」（Composition）
について、随所に説明と確認が入る。参観者である筆者に
は、「定性的・定量的表現」と「自分なりの表現」が求め
られているように感じられた。教師が教材を使って説明す
る時間と、2 － 3 名の小グループに分けグループで考える
時間とが交互に配置されていた。 
　初日の午後、徒歩で行ける距離にある歯科クリニックを
訪問し、米国の診療所の内部を見学し、診療に使用される
検査装置などについても詳しい説明を受けている。研修生
は、全員、歯科医師の免許を取得し、診療行為の経験があ
り、患者の反応や検査装置の細部にまで及ぶ質問を行って
いる。説明する歯科医の予測を越えた研修生の質問の鋭さ
に対し、付き添う者には、力強く感じられたことを付記し
たい。MIISでの教育方法は、3週間、ほぼ同様に継続され、
時折、複雑で難しい言葉に対し、「どのような意味か？」
を問いかけ、グループで考えさせた上で、解説することも
見受けられた。これらの繰り返しが、英語での応答時間を
短くさせている。 
　筆者は、英語教育の専門家ではなく、土木工学の分野で
教鞭をとって来て、60 代の半ばにして「品格のある英語
を使いたい」と願う修行の身であるが、立場的に、浅学非
才を顧みず、敢えて評価すれば、「原理原則から出発する
日本的教育」と「つねに具体的な課題から、個々の考え方
を展開させる米国流教育」の対比がみられたと言えよう。 
3 週間の語学集中研修は短い。各自 10 分のプレゼンテーシ
ョンの時間は、すぐに到来した。ユニークと感じたのは、
1 名の発表者につき、同じ MIIS にて国際関係を専攻する、
英語の堪能な学生 3 名を配置し、発表直後に細かく評価さ
せ、本人の改善点を具体的に指摘させたことである。「教
師対学生」の目線ではなく、同年齢で第三者としての聴衆
の目からどのように理解されたかを伝えさせている。10
名の研修生は、「日米の生活に対する姿勢」や「歯磨きと
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海外拠点だより 

食生活」、「歯科医としてみたブラッシングの相違点」、「ホ
ームステイでの生活」など、直接体験に基づく知見を発表
した。3 週間という短期間の成果として捉えるならば、全
員所期の目的を十分に達成したと思える見事な発表であっ
た。 
　歯学英語は、これで終わっていない。さらに、有意義な
研修が第 4 週目に準備されていた。すなわち、MIIS での
研修は、英語そのものを習得するものであったのに対し、
カリフォルニア大学サンフランシスコ校（UCSF）の講義
の一部やインターンシップなど専門教育に関するものであ
る。午前中 3 時間は、当センターの会議室にて、講義と質
疑応答に費やし、その後、場合により、昼食時間にも食い
込んで、コーディネータ（Dr.John Ino）の用語解説があっ
た。そして、午後は、市中の歯科クリニック 4 か所に分散
して、診療現場を視察し、視察後、診察医を交えて、実際
に医師と患者の間で交わされた会話の不明瞭な部分や重要
性について、付加的解説と討議を重ねたことにも研修の濃
度が感じられる。 
　午前中の講義は、UCSF 歯学部の教授 5 名によるもので、
①「歯学における重要用語の解説と米国における概況」（Dr. 
John Ino）、②「感染制御」（Dr. Molly Newlon）、③「再生
保存歯学」（Dr. Grant Tsuji）、④「歯周病」（Dr. Mark Ryder）、
⑤「レジン治療」（Dr. Mike Staninec）であった。このよ
うな講義を介した UCSF の教授陣との接触だけでなく、看
護学科の学生を含む歯学部学生との交流会も催された。さ
らに特筆すべきことは、カリフォルニア歯科医師学会

（California Dental Association/CDA）がサンフランシスコ
にて開催中であり、学生特別登録制の特典を受け、9 月 11
日（金）11：00から5時間にわたり、学会場および展示場（材
料・測定機材をはじめ歯学・医療にかかわる製品）を視察
する機会が与えられたことである。UCSF の John Ino およ
び Grant Tsuji 両教授の献身的な支援がなければ、ここま
での研修内容に至らなかったであろう。 
 
 

 
■　語学学習の意義 

　ここに述べる短期語学研修の今年度の開始直前に、G30
への対応と採択があった。一方、当地近郊の主要な大学で
の留学生の占める割合は、30％以上というのが普通である。
大学院になるとさらに高くなる。日本の大学においても、
留学生を特別視することなく、英語を共通言語とする学生
の比率が急激に増加するという事態を直視すれば、コミュ
ニケーションを英語で行わなければならない状況が増加し
ていることは論を待たない。少なくとも理工医系の分野で
は、英語を介した授業・研究討論・情報交換は、日常行為
として取り扱う準備が不可欠である。 
　また、「多様化の時代の大学教育」として、すなわち、「国
際化の中の大学教育」として、「カリキュラムの中に何の
ためにこの教科が存在するか、そして、どのように機能さ
せるか」という問に答えるためには、大学における「知の
創造・伝達・周知」の基礎としての英語基礎教育を見直す
ことが不可欠と考える。「大学全体としての英語の能力は、
自分たちの意識よりもはるかに低い」 という指摘に対して、
読者はどのように反論されるか。 
　1999年以来、EUを中心に展開される教育改革（Bologna 
Process)）が、現在、米国の教育界にも「飛び火」し、こ
の数年、急激に早急な対応が求められていることも知らし
められている。学生の可動性の高い、国際化された大学の
条件として「短期留学（学期単位）の制度化」、すなわち、

「単位互換制の確立」と「共通言語（英語）での授業の授受」
が基本となってきた情勢の中では、日本の大学生の英語教
育、あるいは、大学に至るまでの語学教育のプロセスがも
う一度、根本から見直されなければならないと痛感する。 
　今回、この紙面で報告した短期語学研修は、大阪大学が
他大学に先駆けて実施するもので、すでに多くの知見が蓄
積されている。多くの学部・研究科において、一般英語以
外にも専門分野ごとに、大阪大学の意志が反映された語学
研修プログラムが増えることを祈る。 
 
 
■　結言 

　英語圏で直接、語学研修の機会を与えられる学生の数は、
全学学生の 0.3％以下である。せめて、この比率が数％に
なるような工夫と、このような研修から得られた知見を全
学の学生教育にフィードバックできるような受け皿が望ま
れる。現地研修者をパイロットにし、大学での英語教育の
焦点をより明確にして、大阪大学をさらに国際化してゆく
ように励みたい。 
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　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　（Saint-Petersburg State University） 

交流協定大学 

編　集　後　記 
　大阪大学が平成 23 年（2011 年）に創立 80 周年を迎える
ということを皆さんご存知でしたでしょうか。今号の記事
をご覧になって初めて知った方も多かったかもしれません。 
　来年から創立 80 周年にちなんだ様々な催しが企画、実

施される予定となっています。 
　ぜひ皆さんで大阪大学創立 80 周年を盛り上げて行きま
しょう。 

（柿木） 

  

　サンクトペテルブルク大学は1724年、
ピョートル大帝の命によって当時の首
都サンクトペテルブルクに設立された
ロシア最古の大学です。現在は、生物
学部、地学部、数学部、医学部、物理
学部、化学部、東洋学部、経営学部、
地理学部、ジャーナリズム学部、国際
関係学部、心理学部、社会学部、文学
部、哲学部、政治学部、経済学部、法
学部等、20 の学部と教員数約 6,000 人
を擁し、約 32,000 人の学部学生、約
4,000 人の大学院生が学ぶ国内トップ
クラスの総合大学として、モスクワ大
学と並び大統領認可による二大特別大
学のひとつに指定されています。 
　化学者メンデレーエフや生理学者パ
ブロフ、経済学者レオンチェフ等のノ
ーベル賞受賞者をはじめ数多くの世界
的レベルの研究者を輩出しており、また現政権のプーチン
首相、メドヴェージェフ大統領もサンクトペテルブルク大
学の卒業生であるなど、ロシアの学術界、政界をリードす
る拠点大学として注目を浴びています。日本との交流も活
発に行っており、2006 年には国際交流基金から国際交流
奨励賞を授与されました。 
　本学言語文化研究科・外国語学部とは、前身である大阪
外国語大学時代より 20 年以上に亘って学生・大学院生・

教員の相互派遣が行われてきましたが、このたび核物理研
究センターとの連携により大学間学術交流協定締結に至り
ました。両大学間で今後、より広範囲な分野での多面的学
術交流を展開すべく、協定の具体化に向けての作業が始ま
っています。 
 
ウェブサイト：http://www.spbu.ru/
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陸上競技部 

クラブ＆サークル 

走思走愛 

有村　孝（基3年） 主将 

〈コメント〉 

陸上は個人種目と思いがちですが、対校
戦でチームとして勝ちとる勝利はこの上
なく素晴らしいものです。興味のある方
は是非見学に来て下さい。 

練習場所：吹田グラウンド 
練習日時：月～金 15 時 20 分～、土 10 時～ 
部 員 数：86 人 
連 絡 先：kei3000sc@softbank.ne.jp 
　　　　　（主務；守谷慶祐） 

　陸上競技と聞くと走るだけということを想像する方が多
いかもしれません。しかし、そんなことはありません。走
るのでも短い距離があれば長い距離もあります。バトンや
タスキをつないで走ったり、走る途中に障害があったりも
します。それに、上に跳んだり横に跳んだり棒を使って飛
んだり。投げるにしても投げるものは多種多様です。 
　また陸上競技というものは基本的に相手と自分との勝負
です。味方が助けてくれるという事はありません。勝てば
自分のおかげですし、負ければ自分のせいということです。
そして勝ち負けが誰の目に見てもはっきりわかるというの
も陸上競技の特徴です。そこに真剣勝負の場が生じるわけ

です。この真剣勝負というものは面白いもので、相手や自
分が本気になればなるほど勝った時の喜びもまた大きなも
のになります。こればかりはやってみないと分からないの
ですが、残念ながら私たちの周りにはこの真剣勝負のでき
る場というものが非常に少なく、それだけ陸上競技という
のをやってみる価値があると思います。そして、その真剣
勝負に勝つために練習していくのですが、その過程で自分
の記録を超えていくことになります。これもまた面白いも
のでして、自己記録を出すということはまぎれもなくその
瞬間の自分が今までの人生で最も速いだとか遠くに跳べる
ということであり、そういうことを実感できるのも陸上競
技の醍醐味だといえます。 
　現在、私たちの部には様々な人間が在籍しています。大
学に入って陸上を始めた人もいれば、全国・関西トップレ
ベルの人もいます。様々な学部、様々な競技の選手がいま
すが、みんな自分の目標に向かって日々練習に励んでいま
す。 
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トピックス 

第50回まちかね祭開催 
　11 月 1日（日）～ 3日（火）の 3 日間にわたって、大阪大
学豊中キャンパスにて第 50 回まちかね祭が開催されま
した。今年のテーマである「千客阪大」。これは第 50
回目の記念すべき「まちかね祭」ということで、これ
まで開催された「まちかね祭」より多くの方に来て頂
きたい。そして、より満足して頂きたい。という実行
委員の想いを込めて、「千客万来」にかけて決まりました。
例年以上に多くの方に来て頂くには、事前に多くの方
にお知らせしなければなりませんでした。そこで今年
は今までに無かった様々な取り組みを行いました。具
体的には、O ＋ PUS を使ってのまちかね祭の宣伝動画
の放映、大阪大学公式トップページデザイン・まちか
ね祭公式 HP へリンクしたバナーの掲載、さらにはフラ
イヤー入りポケットティッシュの配布です。このよう
に多種多様な事前広報を行ったことで、例年以上にま
ちかね祭のアピールが出来たと思っています。 
　「千客阪大」を学生が主体となって作り上げた大学祭は、
3 日間とも晴天だった昨年・一昨年とは異なり、1 日目
が大雨、2 日目が強風と生憎の天候となりましたが、最
終日は寒いながらも晴天となり 1 日目・2 日目に来られ
なかった方にも足を運んで頂き、非常に多くの来場者
で賑わいました。 
　ステージでは多くのサークルが演奏や演技を行った他、

3 日目のフィナーレにおいてはアーティストライヴに始
まり、見るものを幻想の世界へ誘うレーザーショー、
お笑い No.1 を決定する O-1 グランプリの決勝、特大ス
クリーンでのウイニングイレブン大会の決勝、候補者
がドレス・タキシード姿で登場した Miss & Mr. 阪大 
CONTEST 2009のグランプリ発表など休む間もなく様々
な企画が行われ、ステージが大変盛り上がりました。
特にフィナーレは、実行委員が昨年の 11 月から、約 1
年もの間練りに練ったもので、その甲斐もあって大変
多くの方にご覧になって頂き、楽しんでいただけたと
思います。 
　模擬店では、2 日目に強風の影響を受けながらも、学
生が熱心に呼び込みをしている姿が目立ち、メインス
トリートを賑わせていました。 
　その他にも大学のいたるところでさまざまな企画が
行われ、記念すべき第 50 回まちかね祭に相応しい活気
のある大学祭となり、大きな事故もなく大好評のうち
成功裡に終えることができました。 
 
　最後になりましたが、この場をお借りして本年度の
まちかね祭に協力していただいた関係者の皆々様に改
めてお礼を述べさせていただきます。 

（大学祭中央実行委員会　広報局長　杉本　祐樹） 

ゲート メインストリートの様子 レーザーショー 


